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(57)【要約】
【課題】複数の端末において取得した各画像を適切に表
示可能にする画像表示システムを提供する。
【解決手段】画像表示システムは、第１の画面を備える
複数の端末と、第２の画面を備える表示装置を制御する
表示制御装置と、を備える。端末は、第１の画面におけ
るアクティブなウィンドウの画像を取得し、取得された
画像と、第１の画面における画像の画像位置及び画像サ
イズを含む画像付帯情報とを、表示制御装置に送信する
。表示制御装置は、複数の端末のそれぞれから、画像と
画像付帯情報とを受信し、画像毎に、画像に対応する画
像付帯情報に基づいて、第２の画面における画像の配置
位置を決定し、第２の画面において決定された複数の配
置位置に、複数の画像を表示させる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画面を備える複数の端末と、第２の画面を備える表示装置を制御する表示制御装
置と、を備える画像表示システムであって、
　前記端末は、
　前記第１の画面におけるアクティブなウィンドウの画像を取得し、
　取得された前記画像と、前記第１の画面における前記画像の画像位置及び画像サイズを
含む画像付帯情報とを、前記表示制御装置に送信し、
　前記表示制御装置は、
　前記複数の端末のそれぞれから、前記画像と前記画像付帯情報とを受信し、
　前記画像毎に、前記画像に対応する前記画像付帯情報に基づいて、前記第２の画面にお
ける前記画像の配置位置を決定し、
　前記第２の画面において決定された複数の前記配置位置に、複数の前記画像を表示させ
る、
　画像表示システム。
【請求項２】
　前記表示制御装置は、
　前記画像毎に、前記画像に対応する前記画像付帯情報に基づいて、前記第２の画面にお
ける前記画像の表示範囲を決定し、
　前記第２の画面における複数の前記画像の表示範囲が重複する場合、複数の前記画像の
受信順序に従って、前記第２の画面に垂直な方向に沿う複数の前記画像の表示順序を決定
する、
　請求項１に記載の画像表示システム。
【請求項３】
　複数の前記画像は、第１の画像と第２の画像とを含み、
　前記表示制御装置は、前記第１の画像の表示範囲と前記第２の画像の表示範囲とが重複
し、前記第１の画像が前記第２の画像よりも先に受信された場合、前記第２の画面におい
て前記第１の画像よりも前記第２の画像を前面に表示させる、
　請求項２に記載の画像表示システム。
【請求項４】
　複数の前記画像は、再生可能なアプリケーションのウィンドウの画像である第３の画像
を含み、
　前記画像付帯情報は、前記アプリケーションの再生状態を示す情報を含み、
　前記表示制御装置は、
　前記画像毎に、前記画像に対応する前記画像付帯情報に基づいて、前記第２の画面にお
ける前記画像の表示範囲を決定し、
　前記画像付帯情報に前記アプリケーションの再生状態として一時停止を解除したことを
示す情報が含まれ、前記第３の画像の表示範囲と他の画像の表示範囲とが重複する場合、
前記第２の画面において前記第３の画像を前記他の画像よりも前面に表示させる、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の画像表示システム。
【請求項５】
　複数の前記画像は、第４の画像を含み、
　前記端末は、
　前記第１の画面における前記第４の画像に対する変更操作を取得し、
　前記変更操作の情報を前記表示制御装置へ送信し、
　前記表示制御装置は、
　前記画像毎に、前記画像に対応する前記画像付帯情報に基づいて、前記第２の画面にお
ける前記画像の表示範囲を決定し、
　前記第２の画面における複数の前記画像の表示範囲が重複する場合、前記第４の画像に
対する変更操作の情報の受信タイミングに従って、前記第２の画面に垂直な方向に沿う複
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数の前記画像の表示順序を決定する、
　請求項１～４のいずれか１項に記載の画像表示システム。
【請求項６】
　前記表示制御装置は、
　前記第１の画面のアスペクト比と解像度との少なくとも１つの情報を取得し、
　前記第２の画面のアスペクト比と解像度との少なくとも１つの情報を取得し、
　前記第１の画面のアスペクト比と解像度との少なくとも１つと前記第２の画面のアスペ
クト比と解像度との少なくとも１つとに基づいて、前記第１の画面における前記画像のア
スペクト比を固定して、前記第２の画面における前記画像の表示範囲を調整する、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の画像表示システム。
【請求項７】
　前記表示制御装置は、
　前記第１の画面及び前記第２の画面における第１の方向の長さに基づいて、前記第２の
画面における前記画像の表示範囲を調整し、
　前記表示範囲が調整された前記画像の一部が前記第２の画面内に含まれない場合、前記
画像の一部を表示対象外とする、
　請求項６に記載の画像表示システム。
【請求項８】
　表示装置を制御する表示制御部を備え、
　前記表示制御部は、
　複数の端末が備える第１の画面におけるアクティブなウィンドウの画像を、前記複数の
端末のそれぞれから取得し、
　前記第１の画面における前記画像の画像位置及び画像サイズを含む画像付帯情報を、前
記複数の端末のそれぞれから取得し、
　前記画像毎に、前記画像に対応する前記画像付帯情報に基づいて、前記表示装置が備え
る第２の画面における前記画像の配置位置を決定し、
　前記第２の画面において決定された複数の前記配置位置に、複数の前記画像を表示させ
る、
　表示制御装置。
【請求項９】
　表示装置による画像の表示を制御する表示制御方法であって、
　複数の端末が備える第１の画面におけるアクティブなウィンドウの画像を、前記複数の
端末のそれぞれから取得し、
　前記第１の画面における前記画像の画像位置及び画像サイズを含む画像付帯情報を、前
記複数の端末のそれぞれから取得し、
　前記画像毎に、前記画像に対応する前記画像付帯情報に基づいて、前記表示装置が備え
る第２の画面における前記画像の配置位置を決定し、
　前記第２の画面において決定された複数の前記配置位置に、複数の前記画像を表示させ
る、
　表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、画像表示システム、表示制御装置及び表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ等の端末の表示画面に表示された画像を、外部の表示装置に伝
送して表示する装置が用いられている。特許文献１には、画面キャプチャ機能をそれぞれ
備えた複数の端末機器とネットワークを介して接続されるネットワーク対応表示装置が開
示されている。表示装置は、画面キャプチャ機能を有する各端末機器から送信されてきた
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キャプチャ画像データを通信部にて受信し、表示制御部において、各キャプチャ画像デー
タを画面分割により１画面の画像データに合成することにより、多画面表示が可能となっ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－５４１３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示は、複数の端末において取得した各画像を適切に表示可能にする画像表示システ
ム、表示制御装置、及び表示制御方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の一態様は、第１の画面を備える複数の端末と、第２の画面を備える表示装置を
制御する表示制御装置と、を備える画像表示システムであって、前記端末は、前記第１の
画面におけるアクティブなウィンドウの画像を取得し、取得された前記画像と、前記第１
の画面における前記画像の画像位置及び画像サイズを含む画像付帯情報とを、前記表示制
御装置に送信し、前記表示制御装置は、前記複数の端末のそれぞれから、前記画像と前記
画像付帯情報とを受信し、前記画像毎に、前記画像に対応する前記画像付帯情報に基づい
て、前記第２の画面における前記画像の配置位置を決定し、前記第２の画面において決定
された複数の前記配置位置に、複数の前記画像を表示させる、画像表示システムである。
【０００６】
　本開示の一態様は、表示装置を制御する表示制御部を備え、前記表示制御部は、複数の
端末が備える第１の画面におけるアクティブなウィンドウの画像を、前記複数の端末のそ
れぞれから取得し、前記第１の画面における前記画像の画像位置及び画像サイズを含む画
像付帯情報を、前記複数の端末のそれぞれから取得し、前記画像毎に、前記画像に対応す
る前記画像付帯情報に基づいて、前記表示装置が備える第２の画面における前記画像の配
置位置を決定し、前記第２の画面において決定された複数の前記配置位置に、複数の前記
画像を表示させる、表示制御装置である。
【０００７】
　本開示の一態様は、表示装置による画像の表示を制御する表示制御方法であって、複数
の端末が備える第１の画面におけるアクティブなウィンドウの画像を、前記複数の端末の
それぞれから取得し、前記第１の画面における前記画像の画像位置及び画像サイズを含む
画像付帯情報を、前記複数の端末のそれぞれから取得し、前記画像毎に、前記画像に対応
する前記画像付帯情報に基づいて、前記表示装置が備える第２の画面における前記画像の
配置位置を決定し、前記第２の画面において決定された複数の前記配置位置に、複数の前
記画像を表示させる、表示制御方法である。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示によれば、複数の端末において取得した各画像を適切に表示可能にする。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１に係る画像表示システムの構成例を示すブロック図
【図２】実施の形態１に係る端末の構成例を示すブロック図
【図３】実施の形態１に係る表示制御装置の構成例を示すブロック図
【図４】実施の形態１に係る画像表示システムの動作の概略を説明する図
【図５】画面共有例１を説明するための図
【図６】画面共有例１に関するシーケンス図
【図７】画面共有例１における表示例を示す図
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【図８】画面共有例１における表示例を示す図（図７の続き）
【図９】画面共有例１における表示例を示す図（図８の続き）
【図１０】画面共有例１における表示例を示す図（図９の続き）
【図１１】共有画面における各端末からのウィンドウ画像の表示位置の調整例を示す図
【図１２】全画面表示の場合における共有画面でのウィンドウ画像の表示位置の調整例を
示す図
【図１３】画面共有例２を説明するための図
【図１４】実施の形態２に係る表示制御装置の構成例を示すブロック図
【図１５】実施の形態２に係る画像伝送例及び画面共有例を示す図
【図１６】実施の形態２に係る画像伝送例及び画面共有例を示す図
【図１７】実施の形態２に係る画像表示システムによる画像伝送を補足する図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、適宜図面を参照しながら、実施形態を詳細に説明する。但し、必要以上に詳細な
説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一の
構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の説明が不必要に冗長になる
ことを避け、当業者の理解を容易にするためである。尚、添付図面及び以下の説明は、当
業者が本開示を十分に理解するために提供されるものであり、これらにより特許請求の範
囲に記載の主題を限定することは意図されていない。
【００１１】
（実施の形態１の内容に至る経緯）
　例えば、会議室などにおいて、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）等の端末における表示
画面の画像を、大画面のディスプレイを備えた表示装置に出力して表示し、複数人で閲覧
することが可能な画像表示システムが提案されている。この種の画像表示システムを用い
て複数人で会議を行う場合を想定すると、従来のシステムでは、一つの端末からの画像を
表示装置に表示し、会議に参加している複数のユーザで表示画像を共有することが一般的
である。このため、複数の端末からの画像を切り替える処理が必要など、処理や操作が煩
雑になる。また、従来のシステムでは、複数の端末からの画像を表示装置に多画面表示す
る場合、画面分割によって表示エリアを分割し、複数の画像を表示していた。このため、
使用状況やユーザの要望などに応じて、複数の画像を適切に表示できないことがある。こ
のように、複数の端末からの画像を表示して複数人で共有する画像表示システムにおいて
、表示態様に関する更なる改善が望まれている。
【００１２】
　以下、複数の端末にて取得した画像を表示装置に伝送し、表示装置の表示画面において
複数の画像を状況に応じて適切に配置して表示する画像表示システム等の一例について説
明する。
【００１３】
（実施の形態１）
　図１は、実施の形態に係る画像表示システム５の構成例を示す図である。以下では、画
像表示システム５をオフィスの会議室等の共用エリアに設けた構成例を説明する。
【００１４】
　画像表示システム５は、無線制御装置１０、複数の端末２０、表示制御装置３０、及び
表示装置４０を備える。
【００１５】
　無線制御装置１０は、端末２０及び表示制御装置３０の間での通信を制御する。無線制
御装置１０は、例えばルータとして機能する。無線制御装置１０は、例えば、ＷｉＧｉｇ
（登録商標）のＡＰ（Access Point）の制御部として動作してよい。無線制御装置１０は
、所定のエリア（例えば居室や会議室）に配置され、例えばそのエリアの天井に設置され
る。所定のエリアには、端末２０が存在し得る。無線制御装置１０は、一般的な無線制御
装置と同様に、通信部（例えば無線通信部）、制御部、記憶部、等を有してよい。
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【００１６】
　無線制御装置１０は、無線装置１１を備える。無線装置１１は、無線制御装置１０に内
蔵又は外付けの通信デバイスとして設けられる。無線装置１１は、例えば、所定の通信方
式（例えばＷｉＧｉｇ方式）に従う信号を送受信する信号送受信部と、信号送受信部によ
る信号の送受信を制御する通信制御部と、を含む。無線装置１１は、ＷｉＧｉｇ（登録商
標）のＡＰの無線通信部としてよい。つまり、無線装置１１は、無線制御装置１０の通信
部として動作してよい。
【００１７】
　無線装置１１は、例えば、ＷｉＧｉｇ方式の無線信号を送受信する。無線装置１１は、
端末２０及び表示制御装置３０との通信リンクの確立に関する信号を送受信してよい。無
線装置１１は、端末２０に関する情報（例えば端末２０の識別情報や位置情報）を端末２
０から受信し、無線装置１１に関する情報（例えば無線制御装置１０の識別情報や位置情
報）を端末２０へ送信してよい。無線装置１１は、表示制御装置３０に関する情報（例え
ば表示制御装置３０の識別情報や位置情報）を表示制御装置３０から受信し、無線装置１
１に関する情報（例えば無線制御装置１０の識別情報や位置情報）を表示制御装置３０へ
送信してよい。無線装置１１は、端末２０に接続された無線装置２１や表示制御装置３０
に接続された無線装置３１と無線通信し、各種データ、情報、画像等を通信可能である。
【００１８】
　無線装置１１は、信号を送受信するための指向性（ビームフォーミング）を制御してよ
い。この場合、無線装置１１は、複数の方向のビームの中で、端末２０及び表示制御装置
３０に対して使用するビームを決定するためのＢＦＴ（Beam Forming Training）の制御
を行ってよい。無線装置１１は、ＢＦＴによって決定されたビームを使用して、端末２０
及び表示制御装置３０との信号の送受信を制御してよい。
【００１９】
　無線装置１１は、指向性を制御する場合、無線装置２１の位置、つまり無線装置２１が
接続された端末２０の位置を検出してよい。無線装置１１は、端末２０に対して使用する
ビームの方向と、端末２０から受信する信号に基づいて推定される端末２０までの距離と
から、端末２０の位置を取得してよい。この場合、端末２０から取得する端末情報には、
端末２０の位置の情報が含まれなくてよい。つまり、無線制御装置１０は、無線装置２１
が接続された端末２０の測位が可能である。また、無線装置１１は、端末２０と同様に、
端末２０のユーザの位置（例えば着席位置）、表示制御装置３０の位置、等を検出してよ
い。
【００２０】
　端末２０は、ＰＣ、スマートフォン、タブレット端末等の情報処理装置により構成され
、画像情報を表示する表示部を有し、ユーザの操作によって各種情報を表示可能である。
端末２０は、表示部を備え、表示部が表示画面（端末画面ＴＭ）を有する。端末２０は、
表示装置４０の表示画面（共有画面ＫＭ）を用いた画面共有のためのクライアント用のア
プリケーションを実行する。
【００２１】
　端末２０は、無線通信を行う無線装置２１と接続される。無線装置２１は、端末２０に
内蔵又は外付けの通信デバイスとして設けられる。無線装置２１は、例えば、ＷｉＧｉｇ
（登録商標）通信用のドングルでよい。無線装置２１が有する構成や機能は、無線装置１
１が有する構成や機能と同様でよい。無線装置２１は、端末２０の通信部として動作して
よい。
【００２２】
　表示制御装置３０は、表示装置４０の表示部の表示画面（共有画面ＫＭ）の表示を制御
する。表示制御装置３０は、例えばＨＤＭＩ（登録商標）コンバータでよい。表示制御装
置３０は、有線又は無線（例えばＨＤＭＩケーブル）を介して表示装置４０に接続される
。表示制御装置３０は、表示装置４０の表示画面（共有画面ＫＭ）を用いた画面共有のた
めのサーバ用のアプリケーションを実行する。
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【００２３】
　表示制御装置３０は、無線通信を行う無線装置３１と接続される。無線装置３１は、表
示制御装置３０に内蔵又は外付けの通信デバイスとして設けられる。無線装置３１は、例
えば、ＨＤＭＩコンバータに設けられたＷｉＧｉｇインタフェースでよい。無線装置３１
が有する構成や機能は、無線装置１１が有する構成や機能と同様でよい。無線装置３１は
、表示制御装置３０の通信部として動作してよい。
【００２４】
　表示装置４０は、例えば液晶ディスプレイ又は有機ＥＬディスプレイを有する。表示装
置４０は、表示部を備え、表示部が表示画面（共有画面ＫＭ）を有する。表示装置４０は
、不図示であるが、一般的な表示装置と同様に、通信部、制御部、記憶部、等を有してよ
い。表示装置４０は、会議室等に設置されてよい。
【００２５】
　表示装置４０は、表示制御装置３０による表示制御に従って、複数の端末２０からの複
数の画像（例えばウィンドウ画像）を、共有画面ＫＭに同時に表示する。
【００２６】
　なお、無線制御装置１０、端末２０、及び表示制御装置３０は、各無線装置１１，２１
，３１を介して無線通信（例えばＷｉＧｉｇ方式の通信）を行うことを例示したが、これ
に限られない。例えばＷｉＧｉｇ方式の通信以外の無線通信であってもよいし、有線通信
であってもよい。
【００２７】
　図２は、端末２０の構成例を示すブロック図である。端末２０は、制御部２１０、操作
部２２０、記憶部２３０、及び表示部２４０を備える。
【００２８】
　制御部２１０は、例えばプロセッサが記憶部２３０に保持されたプログラムを実行する
ことで、各種機能を実現する。プロセッサは、ＭＰＵ（Micro processing Unit）、ＣＰ
Ｕ（Central Processing Unit）、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）、ＧＰＵ（Graph
ical Processing Unit）、等を含んでよい。制御部２１０は、端末２０全体の動作を統括
する。
【００２９】
　操作部２２０は、タッチパネル、ポインティングデバイス、キーボード、マイクロホン
等を含んでよい。操作部２２０は、端末２０のユーザからの各種操作を受け付ける。
【００３０】
　記憶部２３０は、一次記憶装置（例えばＲＡＭ（Random Access Memory）やＲＯＭ（Re
ad Only Memory））を含む。記憶部２３０は、二次記憶装置（例えばＨＤＤ（Hard Disk 
Drive）やＳＳＤ（Solid State Drive））や三次記憶装置（例えば光ディスク、ＳＤカー
ド）を含んでよい。また、記憶部２３０は、外部装置であってもよい。記憶部２３０は、
各種データ、情報、プログラム、等を記憶する。
【００３１】
　表示部２４０は、例えば液晶ディスプレイ又は有機ＥＬディスプレイを有する。表示部
２４０は、表示画面（端末画面ＴＭ）を有する。表示部２４０は、各種データや画像（例
えばウィンドウ画像）を表示する。端末画面ＴＭには、１つ以上のウィンドウの画像（ウ
ィンドウ画像ＷＧ）が表示され得る。ウィンドウ画像ＷＧには、アクティブなウィンドウ
の画像（アクティブウィンドウ画像ＡＷＧ）が含まれ得る。
【００３２】
　制御部２１０は、画像取得部２０１、画像付帯情報取得部２０２、及びエンコード部２
０３を有する。
【００３３】
　画像取得部２０１は、表示装置４０に伝送して表示するための表示出力画像として、端
末画面ＴＭにおける少なくとも一部の領域に表示される画像（例えばウィンドウ画像ＷＧ
）をキャプチャして取得する。キャプチャされるウィンドウは、任意のウィンドウでもよ
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いし、操作部２２０を介してユーザが指定したウィンドウでもよいし、アクティブなウィ
ンドウでもよい。本実施形態では、表示出力画像がウィンドウ画像ＷＧ（例えばアクティ
ブウィンドウ画像ＡＷＧ）であることを例示する。
【００３４】
　なお、ウィンドウは、端末画面ＴＭ上で個々のソフトウェアに割り当てられた表示領域
でよく、ダイアログ等も広く含む。また、ウィンドウには、画面に対して全面に表示（全
画面表示）されるウィンドウや、画面の一部に表示されるウィンドウ、が含まれてよい。
また、アクティブなウィンドウは、例えば選択中や処理対象のウィンドウである。アクテ
ィブなウィンドウは、端末画面ＴＭにおいて最前面に配置されたウィンドウでなくてもよ
い。
【００３５】
　画像付帯情報取得部２０２は、画像取得部２０１により取得した画像に関連する画像付
帯情報を取得する。画像付帯情報は、少なくとも、端末画面ＴＭにおけるウィンドウ画像
ＷＧの基準位置（例えばウィンドウ画像ＷＧの左上の位置）を含む。ウィンドウ画像ＷＧ
の基準位置は、ウィンドウ画像ＷＧの基準となる画像位置（表示位置）でよい。画像付帯
情報は、望ましくは、端末画面ＴＭにおけるウィンドウ画像ＷＧの画像サイズ（表示サイ
ズ）及び端末画面ＴＭの解像度を含む。なお、端末画面ＴＭにおけるウィンドウ画像ＷＧ
の基準位置と画像サイズとを含んで画像位置情報を構成する。また、画像付帯情報は、そ
の他の情報として、ウィンドウ画像ＷＧのアプリケーションの種別、アプリケーションの
再生状態、端末２０のユーザの役割（属性）、無線装置２１から取得される無線通信状況
（受信レベル、ＳＮＲ）等、を含んでよい。アプリケーションの種別は、動画、静止画、
等を含んでよい。アプリケーションの再生状態は、再生、一時停止、停止、等を含んでよ
い。ユーザの役割は、会議のオーナー、発表者、書記、等の役割を含んでよい。また、画
像付帯情報は、端末画面ＴＭのアスペクト比の情報を含んでよい。なお、端末画面ＴＭの
アスペクト比や解像度の情報は、画像付帯情報とは別に、表示制御装置３０との通信接続
時に、予め表示制御装置３０へ送信されてもよい。
【００３６】
　エンコード部２０３は、取得したウィンドウ画像ＷＧ及びウィンドウ画像ＷＧに関する
画像付帯情報を所定のデータ形式にエンコードして出力する。
【００３７】
　また、端末２０は、無線装置２１を介して、各種データを通信する。例えば、端末２０
は、ウィンドウ画像ＷＧ及び画像付帯情報を、無線制御装置１０を介して表示制御装置３
０へ送信する。端末２０は、ウィンドウ画像ＷＧを所定の頻度（フレームレート、例えば
２０ｆｐｓ、５ｆｐｓ、１ｆｐｓ）で、無線制御装置１０を介して表示制御装置３０へ伝
送する。ウィンドウ画像ＷＧを伝送する頻度が高い程、単位時間当たりに伝送されるウィ
ンドウ画像ＷＧが多くなり、滑らかな映像となる。
【００３８】
　図３は、表示制御装置３０の構成例を示すブロック図である。表示制御装置３０は、制
御部３１０及び記憶部３３０を備える。
【００３９】
　制御部３１０は、例えばプロセッサが記憶部３３０に保持されたプログラムを実行する
ことで、各種機能を実現する。プロセッサは、ＭＰＵ、ＣＰＵ、ＤＳＰ、ＧＰＵ、等を含
んでよい。制御部３１０は、表示制御装置３０全体の動作を統括する。
【００４０】
　記憶部３３０は、一次記憶装置（例えばＲＡＭやＲＯＭ）を含む。記憶部３３０は、二
次記憶装置（例えばＨＤＤやＳＳＤ）や三次記憶装置（例えば光ディスク、ＳＤカード）
を含んでよい。また、記憶部３３０は、外部装置であってもよい。記憶部３３０は、各種
データ、情報、プログラム、等を記憶する。記憶部３３０は、例えば、表示装置４０の共
有画面ＫＭのアスペクト比や解像度の情報を保持してよい。
【００４１】
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　制御部３１０は、デコード部３０１及び表示制御部３０２を備える。デコード部３０１
は、無線装置３１を介して取得され、所定のデータ形式にエンコードされたウィンドウ画
像ＷＧ及び画像付帯情報をデコードする。
【００４２】
　表示制御部３０２は、各端末２０からの画像付帯情報に基づいて、その端末２０からの
ウィンドウ画像ＷＧを表示するための描画情報を生成する。例えば、表示制御部３０２は
、端末２０Ａ（図４等参照）からの画像付帯情報に基づいて、端末２０Ａからのウィンド
ウ画像ＷＧを表示するための描画情報を生成し、端末２０Ｂからの画像付帯情報に基づい
て、端末２０Ｂからのウィンドウ画像ＷＧを表示するための描画情報を生成する。表示制
御部３０２は、生成された各描画情報に従って共有画面ＫＭに描画して各ウィンドウ画像
ＷＧを表示するよう、表示装置４０へ指示する。
【００４３】
　また、表示制御装置３０は、無線装置３１を介して、各種データを通信する。例えば、
表示制御装置３０は、無線制御装置１０を介して複数の端末２０から、ウィンドウ画像Ｗ
Ｇや画像付帯情報を受信する。
【００４４】
　表示制御部３０２は、無線装置３１を介して、ウィンドウ画像ＷＧや画像付帯情報を取
得する。表示制御部３０２は、各端末２０から取得されたウィンドウ画像ＷＧ毎に、画像
付帯情報に基づいて、共有画面ＫＭにおける各ウィンドウ画像ＷＧの各配置位置を決定す
る。表示制御部３０２は、共有画面ＫＭにおいて決定された各配置位置に、各ウィンドウ
画像ＷＧを表示させる。
【００４５】
　表示制御部３０２は、共有画面ＫＭにおいて複数のウィンドウ画像ＷＧの表示範囲が重
複する場合、複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの共有開始の指示の順序や受信順序
に従って、共有画面ＫＭに垂直な方向（例えば図４の共有画面ＫＭにおいて紙面の手前側
と奥側とを結ぶ方向）に沿った表示順序（表示の階層）を決定してよい。つまり、表示制
御部３０２は、複数の重複するウィンドウ画像ＷＧのうち、どの画像を前面側に表示させ
、どの画像を後面側に表示させるかを決定してよい。
【００４６】
　また、制御部３１０は、表示装置４０の共有画面ＫＭにおける表示モードを設定してよ
い。表示モードは、共有画面ＫＭにおいて複数の端末２０からの複数のウィンドウ画像Ｗ
Ｇの表示が許可される共有モード、１つの端末２０からの１つ以上のウィンドウ画像ＷＧ
の表示が許可される単独モード、等を含んでよい。単独モードは、全画面表示モードを含
んでよい。単独モードでは、１つの端末２０のウィンドウ画像ＷＧが表示されている場合
には、他の端末２０からのウィンドウ画像ＷＧの表示が禁止される。制御部３１０は、無
線装置３１を介して、無線制御装置１０や端末２０のいずれかの装置から表示モードの変
更指示を受けた場合、表示モードを変更してよい。
【００４７】
　図４は、画像表示システム５の動作の概略を説明する図である。図４では、複数の端末
２０として、端末２０Ａ，２０Ｂ，…が含まれる。
【００４８】
　まず、無線制御装置１０は、無線装置１１と無線装置２１とを介して無線制御装置１０
と端末２０とが接続されたか否かを検出する。
【００４９】
　無線制御装置１０と端末２０Ａとが接続されたことが無線制御装置１０により検出され
ると、端末２０Ａの制御部２１０は、操作部２２０（例えば共有ボタン）を介して、端末
２０Ａの端末画面ＴＭに表示されるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを、表示装置４０に
よって画面を共有（画面共有）するか否かを指定する。画面共有が指定されると、端末２
０Ａは、端末２０Ａに接続された無線装置２１、無線装置１１、無線装置３１を介して、
画面共有されるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧ及びその画像付帯情報を表示制御装置３
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０へ送信する。
【００５０】
　表示制御装置３０の表示制御部３０２は、有線又は無線を介して、表示装置４０の共有
画面ＫＭに端末２０Ａから送信されたアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを投影させて表示
させる。この際、表示制御部３０２は、端末画面ＴＭにおけるアクティブウィンドウ画像
ＡＷＧの位置やサイズに基づいて、共有画面ＫＭにおける端末２０Ａのアクティブウィン
ドウ画像ＡＷＧの位置やサイズを決定してよい。よって、端末画面ＴＭ及び共有画面ＫＭ
において、画面に対するアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの位置関係は保持される。なお
、ここでは、端末２０Ａの端末画面ＴＭにおいて複数のウィンドウが開いており、複数の
ウィンドウ画像ＷＧが表示されている場合でも、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧのみが
画面共有されることを例示する。
【００５１】
　続いて、無線制御装置１０に、端末２０Ａ以外の端末２０Ｂが接続されたことが無線制
御装置１０により検出されると、端末２０Ｂの制御部２１０は、操作部２２０（例えば共
有ボタン）を介して、端末２０Ｂの端末画面ＴＭに表示されるアクティブウィンドウ画像
ＡＷＧを、表示装置４０によって画面共有するか否かを指定する。画面共有が指定される
と、端末２０Ｂは、端末２０Ｂに接続された無線装置２１、無線装置１１、無線装置３１
を介して、画面共有されるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧ及びその画像付帯情報を表示
制御装置３０へ送信する。
【００５２】
　表示制御装置３０の表示制御部３０２は、有線又は無線を介して、表示装置４０の共有
画面ＫＭに端末２０Ｂから送信されたアクティブウィンドウ画像ＡＷＧも投影させて表示
させる。他の端末（例えば端末２０Ｃ，２０Ｄ，２０Ｅ，２０Ｆ）についても、画面共有
が指定されると、同様に、表示装置４０において各端末２０からのアクティブウィンドウ
画像ＡＷＧが画面共有される。これにより、複数人が扱う複数の端末２０の画面が共有さ
れる。
【００５３】
　なお、複数の端末２０の画面共有は、異なるタイミングで開始されてよい。他の端末２
０と比較して、画面共有の開始のタイミングが遅い端末２０から送信されたアクティブウ
ィンドウ画像ＡＷＧは、表示装置４０の共有画面において最前面に投影されて表示される
。なお、共有画面ＫＭにおける各端末２０からのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの位置
は、各端末２０の端末画面ＴＭにおけるアクティブなウィンドウの画像の位置に対応する
。
【００５４】
　なお、各端末２０の操作部２２０は、アクティブウィンドウ画像に対する操作（例えば
移動やサイズ変更や切り替え）を受けると、この操作情報を、無線装置２１，１１を介し
て表示制御装置３０へ送信する。表示制御装置３０の表示制御部３０２は、この操作情報
を取得し、操作情報に基づいて、共有画面ＫＭに表示された該当するアクティブウィンド
ウ画像の移動、サイズ変更、切り替え等を行ってよい。したがって、画像表示システム５
は、各端末２０の操作部２２０による操作を、共有画面ＫＭにおいて表示されたアクティ
ブウィンドウ画像の表示に反映可能である。
【００５５】
　次に、画像表示システム５による画面共有例１について説明する。
　図５は、画像表示システム５による画面共有例１を説明するための図である。画面共有
例１では、複数の端末２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃがアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを表示
制御装置３０に伝送し、表示装置４０に同時に表示することを例示する。端末２０Ａの使
用者はユーザＵＡであり、端末２０Ｂの使用者はユーザＵＢであり、端末２０Ｃの使用者
はユーザＵＣである。
【００５６】
　図５では、複数の端末２０（２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ）が、端末画面ＴＭに１つ以上の
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ウィンドウ画像ＷＧを表示している。各端末２０において、ウィンドウ画像ＷＧのうちの
１つが、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧとなっている。
【００５７】
　各端末２０は、無線装置１１の通信エリア（例えばＷｉＧｉｇの通信エリア）に接続さ
れると、例えば画面共有するか否かを確認するための通知を受け、この通知を表示する。
端末２０の制御部２１０が、操作部２２０としての共有ボタンＢＴ１の押下を検出すると
、無線装置２１及び無線装置１１を介して、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧとその画像
付帯情報とを、表示制御装置３０へ送信する。
【００５８】
　表示制御装置３０は、無線装置３１を介して、各端末２０から各アクティブウィンドウ
画像と各画像付帯情報とを受信する。表示制御部３０２は、端末２０毎に、端末２０の画
像付帯情報に基づいて、端末２０のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを表示装置４０の共
有画面ＫＭに表示させる。この場合、各端末２０の端末画面ＴＭにおける各端末２０のア
クティブウィンドウ画像ＡＷＧの位置に、表示装置４０の共有画面ＫＭにおける各端末２
０のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧが表示されるので、画面に対するアクティブウィン
ドウ画像ＡＷＧの位置関係が維持される。
【００５９】
　また、共有画面ＫＭに各端末２０のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧが複数同時に表示
される場合、複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示位置（画像位置）が重複し得
る。この場合、表示制御部３０２は、共有開始のタイミングが後のアクティブウィンドウ
画像ＡＷＧを、つまり表示制御装置３０による受信時刻が遅いアクティブウィンドウ画像
ＡＷＧを、共有画面ＫＭの前面側に表示させてよい。
【００６０】
　また、端末画面ＴＭと共有画面ＫＭとの解像度やアスペクト比が同一でない場合、表示
制御部３０２は、共有画面ＫＭにおけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示位置や表
示サイズを適宜調整してよい。
【００６１】
　図６は、画面共有例１に関するシーケンス図である。
【００６２】
　各端末２０（２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，…）では、端末画面ＴＭにおいて１つ以上のウ
ィンドウ画像ＷＧを表示している。各端末２０の画像取得部２０１は、表示制御装置３０
と通信接続（例えばＷｉＧｉｇを用いた無線接続）され、共有開始を検出すると、端末画
面ＴＭに表示されたアクティブウィンドウ画像ＡＷＧをキャプチャして取得する。共有開
始の検出は、例えば共有ボタンＢＴ１の押下の検出に基づいてよい。端末２０と表示制御
装置３０とが通信接続された際、端末２０のクライアント用のアプリケーションと表示制
御装置３０のサーバ用のアプリケーションとが接続されてよい。
【００６３】
　また、画像付帯情報取得部２０２は、端末画面ＴＭにおけるアクティブウィンドウ画像
ＡＷＧの表示位置（端末表示位置）や表示サイズ（端末表示サイズ）を含む画像位置情報
（端末画像位置情報）を取得する。各端末２０は、無線装置２１を介して、所定の頻度で
アクティブウィンドウ画像ＡＷＧ（ＡＷＧＡ，ＡＷＧＢ，ＡＷＧＣ，…）を表示制御装置
３０へ送信する。なお、端末表示位置は、端末画面ＴＭにおけるアクティブウィンドウ画
像ＡＷＧの中心位置やその他の基準位置でよい。
【００６４】
　図６では、端末２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃの順に表示制御装置３０に通信接続され、共有
開始され、順にアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの送信を開始している。また、各端末２
０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃは、少なくとも表示制御装置３０との通信接続時、共有開始時、各
端末２０の端末画面ＴＭ（ＴＭＡ，ＴＭＢ，ＴＭＣ）でのアクティブウィンドウ画像ＡＷ
Ｇの変更時に、無線装置２１を介して表示制御装置３０へ画像付帯情報を送信する。アク
ティブウィンドウ画像ＡＷＧの変更とは、アクティブウィンドウの移動、アクティブウィ
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ンドウのサイズ変更、アクティブウィンドウの切り替え、等を含んでよい。アクティブウ
ィンドウ画像ＡＷＧの変更は、自動的に行われてもよいし、手動（操作部２２０を介した
ユーザ操作）により行われてもよい。また、各端末２０は、無線装置２１を介して、アク
ティブウィンドウ画像ＡＷＧとともに、表示制御装置３０へ画像付帯情報を毎回送信して
もよい。
【００６５】
　表示制御装置３０は、無線装置３１を介して、所定の頻度で各端末２０からアクティブ
ウィンドウ画像ＡＷＧを受信する。表示制御部３０２は、アクティブウィンドウ画像ＡＷ
Ｇを受信する毎に又は画像付帯情報を受信する毎に、画像付帯情報に基づいて、表示装置
４０の共有画面ＫＭにおけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの配置を決定してよい。例
えば、表示制御部３０２は、画像付帯情報に含まれる画像位置情報に基づいて、共有画面
ＫＭにおけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示位置（共有表示位置）や表示サイズ
（共有表示サイズ）を含む画像位置情報（端末画像位置情報）を決定（例えば算出）して
よい。表示制御部３０２は、決定された各アクティブウィンドウ画像ＡＷＧの配置位置に
、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧを表示させる。なお、共有表示位置は、共有画面ＫＭ
におけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの中心位置やその他の基準位置でよい。
【００６６】
　次に、図７～図１０を用いて、画面共有例１における表示例について説明する。図７、
図８、図９、図１０の順に時系列となっており、この順に表示が進む。ここでは、ウィン
ドウ画像を「ＡＸ」、「ＢＸ」、「ＣＸ」（Ｘは正の整数）で示している。
【００６７】
　図７～図９では、端末２０Ａの端末画面ＴＭＡと、端末２０Ｂの端末画面ＴＭＢと、端
末２０Ｃの端末画面ＴＭＣと、が示されている。端末画面ＴＭＡでは、ウィンドウ画像Ａ
１がアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡであって最前面に示されており、ウィンドウ画像
Ａ１の後面にウィンドウ画像Ａ２が配置され、ウィンドウ画像Ａ２の後面にウィンドウ画
像Ａ３が配置されている。端末画面ＴＭＢでは、ウィンドウ画像Ｂ１がアクティブウィン
ドウ画像ＡＷＧＢであって最前面に示されており、ウィンドウ画像Ｂ１の後面にウィンド
ウ画像Ｂ２が配置されている。端末画面ＴＭＣでは、ウィンドウ画像Ｃ１がアクティブウ
ィンドウ画像ＡＷＧＣであって最前面に示されており、ウィンドウ画像Ｃ１の後面にウィ
ンドウ画像Ｃ２が配置されている。
【００６８】
　図７では、端末２０Ａが共有開始を指示され、表示装置４０の共有画面ＫＭに端末２０
Ａのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡとしてのウィンドウ画像Ａ１が、画像付帯情報に
基づいて決定された表示位置（配置位置）に表示される。図７では、端末画面ＴＭと共有
画面ＫＭの解像度、アスペクト比が同じであるため、端末画面ＴＭＡに対するウィンドウ
画像Ａ１の相対位置及び相対サイズと、共有画面ＫＭに対するウィンドウ画像Ａ１の相対
位置及び相対サイズとが、同一になる。
【００６９】
　図８では、端末２０Ａの次に端末２０Ｂが共有開始を指示され、表示装置４０の共有画
面ＫＭに端末２０Ｂのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＢとしてのウィンドウ画像Ｂ１が
、画像付帯情報に基づいて決定された表示位置に表示される。アクティブウィンドウ画像
ＡＷＧは、共有表示位置と共有表示サイズとに応じて、共有画面ＫＭにおいて表示される
表示範囲が定まる。表示制御部３０２は、共有画面ＫＭにおいて複数の端末２０からの複
数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示範囲が重複する場合、各端末２０Ａ，２０Ｂ
への共有開始の指示のタイミングに基づいて、つまりアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡ
，ＡＷＧＢの受信タイミングに基づいて、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡ，ＡＷＧＢ
の表示が前面側（紙面手前側）か後面側（紙面奥側）かを決定する。図８では、端末２０
Ｂに対する共有開始の指示のタイミングが、端末２０Ａに対する共有開始の指示のタイミ
ングよりも後であるため、ウィンドウ画像Ｂ１がウィンドウ画像Ａ１よりも前面側に表示
される。
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【００７０】
　また、図８では、端末画面ＴＭと共有画面ＫＭの解像度、アスペクト比が同じであるた
め、端末画面ＴＭＢに対するウィンドウ画像Ｂ１の相対位置及び相対サイズと、共有画面
ＫＭに対するウィンドウ画像Ｂ１の相対位置及び相対サイズが、同一になる。つまり、端
末２０においても表示装置４０においても、画面に対するアクティブウィンドウ画像ＡＷ
Ｇの位置関係が維持されている。
【００７１】
　図９では、端末２０Ｂの次に端末２０Ｃが共有開始を指示され、表示装置４０の共有画
面ＫＭに端末２０Ｃのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＣとしてのウィンドウ画像Ｃ１が
、画像付帯情報に基づいて決定された表示位置に表示される。また、図９では、端末２０
Ａ，２０Ｂ，２０Ｃの順に共有開始が指示されているので、端末２０Ｃからのウィンドウ
画像Ｃ１が最も前面側に表示され、端末２０Ｂからのウィンドウ画像Ｂ１がその次に前面
側に表示され、端末２０Ａからのウィンドウ画像Ａ１が最も後面側に表示される。
【００７２】
　また、図９では、端末画面ＴＭと共有画面ＫＭの解像度、アスペクト比が同じであるた
め、端末画面ＴＭＣに対するウィンドウ画像Ｃ１の相対位置及び相対サイズと、共有画面
ＫＭに対するウィンドウ画像Ｃ１の相対位置及び相対サイズが、同一になる。つまり、端
末２０においても表示装置４０においても、画面に対するアクティブウィンドウ画像ＡＷ
Ｇの位置関係が維持されている。
【００７３】
　図１０では、端末２０Ａにおいて操作部２２０を介してユーザ操作が行われている。具
体的には、端末２０Ａは、操作部２２０を介して、ウィンドウ画像Ａ２をアクティブウィ
ンドウ画像ＡＷＧＢとして指定している。端末２０Ａは、無線装置２１を介して、ウィン
ドウ画像Ａ２を表示制御装置３０へ送信し、ウィンドウ画像Ａ１の送信を停止する。よっ
て、共有画面ＫＭに表示される端末２０Ａからのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡは、
ウィンドウ画像Ａ１からウィンドウ画像Ａ２に変更される。
【００７４】
　また、表示制御部３０２は、共有画面ＫＭにおいて複数の端末２０からの複数のアクテ
ィブウィンドウ画像ＡＷＧの表示範囲が重複する場合、各端末２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃへ
の共有開始の指示のタイミングとともに、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧの変更指示の
タイミングに基づいて、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡ，ＡＷＧＢ，ＡＷＧＣの表示
が共有画面ＫＭに垂直な方向に沿った表示順序を決定する。図１０では、端末２０Ａに対
するアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡの変更指示のタイミングが、端末２０Ｃに対する
共有開始の指示のタイミングよりも後である。そのため、共有画面ＫＭの前面側から、端
末２０Ａからのウィンドウ画像Ａ２、端末Ｃからのウィンドウ画像Ｃ１、端末２０Ｂから
のウィンドウ画像Ｂ１、の順に配置され表示される。なお、共有開始の指示のタイミング
を加味せずに、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧの変更指示のタイミングに基づいて、上
記の表示順序が決定されてもよい。
【００７５】
　このように、画像表示システム５は、図７において、初めに、端末２０Ａのウィンドウ
画像Ａ１を伝送し、共有画面ＫＭにウィンドウ画像Ａ１を表示している。続いて、画像表
示システム５は、図８において、端末２０Ｂのウィンドウ画像Ｂ１を伝送し、共有画面Ｋ
Ｍにウィンドウ画像Ｂ１を追加表示している。続いて、画像表示システム５は、図９にお
いて、端末２０Ｃのウィンドウ画像Ｃ１を伝送し、共有画面ＫＭにウィンドウ画像Ｃ１を
追加表示している。続いて、画像表示システム５は、図１０において、端末２０Ａにおい
てアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡをウィンドウ画像Ａ１からウィンドウ画像Ａ２に切
り替え、ウィンドウ画像Ａ２を伝送し、共有画面ＫＭにウィンドウ画像Ａ２を表示してい
る。
【００７６】
　次に、画面のアスペクト比や解像度が端末２０と表示装置４０とで異なる場合のウィン
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ドウ画像の表示位置の調整例について説明する。
【００７７】
　図１１及び図１２は、共有画面ＫＭにおける各端末２０からのウィンドウ画像ＷＧの表
示位置の調整例を示す図である。図１１では、表示制御部３０２は、画面に対するウィン
ドウ画像ＷＧの相対位置に基づき、ウィンドウ画像ＷＧの表示位置を調整している。ウィ
ンドウ画像ＷＧは、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧを含む。図１２では、端末画面ＴＭ
において全画面表示される場合を示している。なお、図１１及び図１２では、画面におけ
る位置を、ｘ方向の位置ｘ１とｙ方向の位置ｙ１とを加味して、（ｘ１，ｙ１）とも記載
する。なお、図１１及び図１２では、（０，０）は、各画面の左上端となる。
【００７８】
　表示制御部３０２は、無線装置３１を介して、各端末２０の端末画面ＴＭのアスペクト
比と解像度との少なくとも１つの情報を取得する。表示制御部３０２は、例えば記憶部３
３０から、共有画面ＫＭのアスペクト比と解像度との少なくとも１つの情報を取得する。
表示制御部３０２は、無線装置３１を介して、画像付帯情報を取得し、画像付帯情報に含
まれる画像位置情報を取得する。画像位置情報は、例えば、ウィンドウ画像ＷＧ（ＷＧ１
１，ＷＧ１２，…）の基準位置や画像サイズを含んでよい。
【００７９】
　図１１では、端末画面ＴＭの解像度は、２１６０（ｘ方向）×１４４０（ｙ方向）であ
る。このアスペクト比は、３：２である。また、共有画面ＫＭの解像度は、１９２０（ｘ
方向）×１０８０（ｙ方向）である。このアスペクト比は、１６：９である。よって、共
有画面ＫＭは、端末画面ＴＭよりも横長の画面となっている。
【００８０】
　端末画面ＴＭでは、（１２０，９０）の位置が、ウィンドウ画像ＷＧ１１の基準位置と
なっている。そして、基準位置（１２０，９０）からｘ方向に＋４００、ｙ方向に＋３２
０に至る範囲で、ウィンドウ画像ＷＧ１１が存在している。この場合、端末画面ＴＭに対
するウィンドウ画像ＷＧ１１の基準位置の相対位置は、ｘ方向では、１２０／２１６０≒
０．０５６であり、ｙ方向では９０×（１９２０／２１６０）/１０８０≒０．０７３で
ある。
【００８１】
　端末画面ＴＭと共有画面ＫＭとの解像度やアスペクト比が異なる場合でも、ウィンドウ
画像ＷＧ１１，ＷＧ１２のアスペクト比（縦横の長さの比）は不変であることが望ましい
。ウィンドウ画像ＷＧ１１，ＷＧ１２に描画される対象物の印象が変化するためである。
よって、端末画面ＴＭと共有画面ＫＭとの解像度やアスペクト比が異なる場合、例えば、
共有画面ＫＭの幅方向（ｘ方向）の長さを基準に、ウィンドウ画像ＷＧ１１，ＷＧ１２の
表示範囲を調整することが望ましい。
【００８２】
　また、共有画面ＫＭにおけるｘ方向の長さに対するｙ方向の長さ（相対長さ）が、端末
画面ＴＭにおけるｘ方向の長さに対するｙ方向の長さ（相対長さ）よりも短い場合、端末
画面ＴＭの画面内で表示可能なウィンドウ画像ＷＧ１２のｙ方向の端部（例えば下端部）
が、共有画面ＫＭの画面外となり得る。しかし、ウィンドウ画像ＷＧ１２のｙ方向の端部
が共有画面ＫＭの画面外となることによる影響は、ウィンドウ画像ＷＧ１２のｘ方向の端
部が共有画面ＫＭの画面外となる場合よりも小さい。ここで、端末画面ＴＭの下端部では
、実行中のアプリケーションのアイコン等が表示され、ウィンドウ画像ＷＧ１２の下端部
がアイコンの裏側となったり非表示となったりすることが多い。そのため、ウィンドウ画
像ＷＧ１２の下端部が表示対象外となっても、例えばウィンドウ画像ＷＧ１２の左端部又
は右端部（ｘ方向端部）が表示対象外となる場合と比較すると、表示対象外となることに
対する違和感は比較的小さい。また、共有画面ＫＭにおいてｙ方向にスクロールすれば、
表示対象外となったウィンドウ画像ＷＧ１２の部分が視認可能となる。なお、共有画面Ｋ
Ｍにおけるスクロールは、例えばいずれかの端末２０にスクロールのための制御権が与え
られ、制御権が与えられた端末２０によって行われてよい。
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【００８３】
　また、端末画面ＴＭと共有画面ＫＭとでは、幅方向（ｘ方向）の長さの比率は、１９２
０／２１６０≒０．８９である。よって、表示制御部３０２は、ウィンドウ画像ＷＧ１１
，ＷＧ１２のアスペクト比を固定にするため、ｘ方向とｙ方向とで比率を同様に作用させ
、端末画面ＴＭのウィンドウ画像ＷＧ１１，ＷＧ１２よりも共有画面ＫＭのウィンドウ画
像ＷＧ１１，ＷＧ１２を８９％に縮小する。この結果、例えば、ウィンドウ画像ＷＧ１１
のｘ方向の長さは、４００×０．８９＝３５６となり、ウィンドウ画像のｙ方向の長さは
、３２０×０．８９＝２８４となる。
【００８４】
　表示制御装置３０の表示制御部３０２は、上記の相対位置を基に、共有画面ＫＭに表示
されるウィンドウ画像ＷＧ１１の表示位置（共有表示位置）及び表示サイズ（共有表示サ
イズ）を調整する。具体的には、共有画面ＫＭにおけるウィンドウ画像ＷＧ１１の表示位
置としての基準位置のｘ方向の位置は、前述のｘ方向の相対位置を加味すると、１２０×
（１９２０／２１６０）≒１０７である。ウィンドウ画像ＷＧ１１の基準位置のｙ方向の
位置は、前述のｙ方向の相対位置を加味すると、９０×（１９２０／２１６０）≒８０で
ある。よって、ウィンドウ画像ＷＧ１１の基準位置は、（１０７，８０）となる。
【００８５】
　このように、画像表示システム５は、端末２０の端末画面ＴＭに表示されているウィン
ドウ画像ＷＧの端末画面ＴＭに対する相対画像サイズ及び相対位置と同じ相対サイズ及び
相対位置で、共有画面ＫＭにウィンドウ画像を表示させることができる。
【００８６】
　なお、端末画面ＴＭに対する相対画像サイズ及び相対位置は、表示制御装置３０におい
て算出されてもよい。
【００８７】
　図１２では、端末２０において１つのウィンドウ画像ＷＧ１３が全画面表示しているこ
とを示している。ここでは、端末画面ＴＭにおけるｘ方向に対するｙ方向の相対的な長さ
が、共有画面ＫＭにおけるｘ方向に対するｙ方向の相対的な長さよりも長い。そのため、
ウィンドウ画像ＷＧ１３がアスペクト比を変更せずに、共有画面ＫＭのｘ方向の長さを基
準にウィンドウ画像ＷＧ１３の表示位置やサイズが調整された場合、共有画面ＫＭではウ
ィンドウ画像ＷＧ１３は全画面表示とならずに、ｘ方向端部（左右方向端部）にウィンド
ウ画像ＷＧ１３が不在の空きが生じる。これに対応して、表示制御部３０２は、共有画面
ＫＭにおいて調整後のウィンドウ画像ＷＧ１３が不在である領域を明示する。この領域の
明示は、例えば黒色の塗りつぶしでよい。この場合、表示装置４０は、共有画面ＫＭにお
いても、全画面表示であることを強調して表示できる。なお、画面のアスペクト比によっ
ては、ｙ方向端部にウィンドウ画像１３が不在の空きが生じてもよく、この場合も同様に
、共有画面ＫＭにおいて調整後のウィンドウ画像ＷＧ１３が不在である領域を明示しても
よい。
【００８８】
　次に、画像表示システム５による画面共有例２について説明する。
　図１３は、画像表示システム５による画面共有例２を説明するための図である。画面共
有例２では、画像表示システム５は、複数の端末２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃの位置を検出し
、端末２０の位置に応じて複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを配置して表示する。
なお、図１３では、図１や図５等に示した画像表示システム５の構成と同様の構成につい
ては、その説明を省略又は簡略化する。
【００８９】
　図１３では、机に複数の端末２０（２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄ，２０Ｅ）が配置
されている。ここでは、机は、無線装置１１の通信エリアに一致している。無線制御装置
１０は、無線装置１１を介して、端末２０に接続された無線装置２１を探索するための探
索信号を通信エリアの所定方向にビームフォーミングして送信する。無線制御装置１０は
、ビームフォーミングの方向を順次変更しながら、通信エリアとしての机の領域をカバー
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するように、探索信号を送信する。
【００９０】
　無線制御装置１０は、無線装置１１を介して、探索信号に対する無線装置２１からの応
答を受信した場合、その方向に端末２０が存在すると判定する。なお、無線装置２１から
の応答には、応答を送信した端末２０の識別情報や端末２０のユーザの識別情報が含まれ
てよい。無線制御装置１０は、端末２０の探索の結果、通信エリアとしての机上に存在す
る複数の端末２０（２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄ，２０Ｅ）の配置位置やユーザの位
置（例えば着席位置）を検出する。無線制御装置１０は、検出された各端末２０の配置位
置を、無線装置１１を介して表示制御装置３０へ送信する。
【００９１】
　表示制御装置３０は、無線装置３１を介して、検出された各端末２０の配置位置の情報
を取得する。表示制御部３０２は、検出された複数の端末２０の配置位置に基づいて、共
有画面ＫＭにおける各端末２０からの各アクティブウィンドウ画像ＡＷＧを表示させる。
【００９２】
　例えば、図１３では、端末２０Ａは、机上の左上部に配置されているので、共有画面Ｋ
Ｍの左上部に端末２０Ａからのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡが表示される。端末２
０Ｂは、机上の左下部に配置されているので、共有画面ＫＭの左下部に端末２０Ｂからの
アクティブウィンドウ画像ＡＷＧＢが表示される。端末２０Ｃは、机上の中央下部に配置
されているので、共有画面ＫＭの中央下部に端末２０Ｃからのアクティブウィンドウ画像
ＡＷＧＣが表示される。端末２０Ｄは、机上の右下部に配置されているので、共有画面Ｋ
Ｍの右下部に端末２０Ｄからのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＤが表示される。端末２
０Ｅは、机上の右上部に配置されているので、共有画面ＫＭの右上部に端末２０Ｅからの
アクティブウィンドウ画像ＡＷＧＥが表示される。
【００９３】
　これにより、実空間における机上の端末２０の配置位置やユーザの着席位置と、共有画
面ＫＭにおけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの配置位置と、の位置関係が対応するの
で、共有画面ＫＭに表示されたどのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧが、どの端末２０か
らのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧであるかを直感的に認識し易くできる。また、ユー
ザの着席位置の近傍にそのユーザの端末２０が配置される等、端末２０の位置と端末２０
のユーザの着席位置とが対応付けされている場合、表示制御装置３０は、各端末２０のユ
ーザの着席位置に応じた画面共有を行うことができる。
【００９４】
　なお、表示制御部３０２は、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧにおける任意の領域（例
えば上部）に、端末２０を使用するユーザの識別情報（例えば、ユーザ名、ユーザＩＤ、
ユーザの写真やイラスト）を挿入してよい。共有画面ＫＭには、ユーザの識別情報が示さ
れたアクティブウィンドウ画像ＡＷＧが表示されてよい。これにより、表示された各アク
ティブウィンドウ画像ＡＷＧがどのユーザの端末２０から送信されたものであるかを識別
可能となる。なお、端末２０が、端末２０のユーザの識別情報を、画像付帯情報に含めて
表示制御装置３０へ送信してもよいし、予め表示制御装置３０へ送信しておき、表示制御
装置３０の記憶部３３０に保持されていてもよい。
【００９５】
　このように、画像表示システム５は、端末２０を無線装置１１に近づけるだけで、無線
装置１１に端末２０が接続され、表示装置４０により画像を共有画面ＫＭに表示できる。
そして、画像表示システム５は、各端末２０のアクティブウィンドウのみ切り出して、複
数の端末２０で画面共有を行うことができる。また、画像表示システム５は、画面共有が
会議の場で使用される場合、会議に参加する複数のユーザの端末２０の端末画面ＴＭの表
示内容を、効率的に共有できる。例えば、画像表示システム５は、端末２０Ａのアクティ
ブウィンドウ画像ＡＷＧＡによって発表者の資料を提示し、端末２０Ｂのアクティブウィ
ンドウ画像ＡＷＧＢによって書記の議事録を提示し、共有画面ＫＭにおいて発表者の資料
と書記の議事録とを同時に表示できる。また、画像表示システム５は、共有画面ＫＭを用
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いた画面共有により、会議に参加するいずれかのユーザの１つの画面を見ながら会議をす
るのではなく、会議に参加する複数のユーザのそれぞれの画面を見ながら会議をすること
を可能にできる。
【００９６】
　本実施形態では、無線制御装置１０を介して端末２０と表示制御装置３０とが通信する
ことを例示したが、無線制御装置１０を介さずに端末２０と表示制御装置３０とが通信し
てよい。例えば、各端末２０と表示制御装置３０とが直接に有線又は無線で通信経路を形
成し、通信してもよい。
【００９７】
　本実施形態では、無線制御装置１０は、無線装置１１を用いたビームフォーミングによ
り端末２０やそのユーザの位置を検出することを例示したが、これに限られない。例えば
、無線制御装置１０は、無線レーダを備えてよい。無線レーダは、電波（例えばミリ波）
の送信及び受信を行ってよい。無線制御装置１０の制御部は、無線レーダによる電波の送
信及び受信に基づいて、物体（例えば端末２０やユーザ）の位置を検出してよい。また、
無線レーダは、無線装置１１の代わりに設けられてもよいし、無線装置１１とともに設け
られてもよい。無線レーダと無線装置１１との双方が設けられる場合、無線レーダにより
人を検出し、無線装置１１により端末２０の位置を検出するようにしてもよい。例えば、
検出された人と端末２０との位置が所定範囲内である場合、無線制御装置１０の制御部は
、端末２０の近傍にその端末２０のユーザが所在すると判定してよい。
【００９８】
　本実施形態では、共有ボタンＢＴ１の押下等により共有開始が指示されることを例示し
たが、共有開始の指示を省略してもよい。この場合、端末２０と表示制御装置３０とが通
信接続された場合に、即時に端末２０が端末２０のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを表
示制御装置３０へ送信し、表示制御装置３０が共有画面ＫＭにアクティブウィンドウ画像
ＡＷＧを表示させてよい。
【００９９】
　なお、無線制御装置１０の制御部は、端末２０の探索において、表示装置４０の近傍に
位置する端末２０を判別してもよい。この場合、無線制御装置１０の制御部は、探索信号
のビームフォーミングにより得られた通信エリアにおける端末２０の位置と表示装置４０
の位置とに応じて、端末２０と表示装置４０との間の距離を算出してよい。無線制御装置
１０の制御部は、この距離が閾値ｔｈ１以下である場合に、端末２０が表示装置４０の近
傍に位置すると判定してよい。無線制御装置１０の制御部は、端末２０が表示制御装置３
０の近傍に位置すると判定した場合、無線装置１１を介して、この端末２０に共有開始の
指示を送信してよい。端末２０は、無線装置２１を介して、無線制御装置１０からの共有
開始の指示を受けると、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧを表示制御装置３０へ送信して
よい。これにより、ユーザにより共有開始の指示を行わなくても、端末２０と表示装置４
０との位置関係に応じて自動的に共有画面ＫＭを用いた画面共有を開始できる。また、無
線制御装置１０が取得した端末２０又は表示制御装置３０の位置情報を、端末２０又は表
示制御装置３０に通知してよい。端末２０は、端末２０の位置情報を通知されると、画面
共有を開始する指示（例えば共有ボタンＢＴ１の押下の指示）を行ってよい。表示制御装
置３０は、表示制御装置３０の位置情報を通知されると、画面共有を開始するか判断して
もよい。
【０１００】
　本実施形態では、共有開始の順序に従って共有画面ＫＭに垂直な方向の表示順序（表示
階層）を決定することを例示したが、これに限られない。例えば、アクティブウィンドウ
画像ＡＷＧに係るアプリケーションの状態に応じて、表示階層が決定されてもよい。例え
ば、アプリケーションの再生状態として、一時停止が解除されたことを示す場合、表示制
御部３０２は、このアプリケーションの確認の優先度が高いとして、共有画面ＫＭにおい
て他のアクティブウィンドウ画像よりも表示階層を前面側（例えば最前面）としてよい。
【０１０１】
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　本実施形態では、主にアクティブウィンドウ画像ＡＷＧが端末２０から表示制御装置３
０へ伝送され、共有画面ＫＭに表示されることを例示したが、１つの端末２０からアクテ
ィブウィンドウ画像ＡＷＧと他のウィンドウ画像（例えばアクティブウィンドウ画像の次
に優先度の高いウィンドウの画像）が伝送され、共有画面ＫＭに１つの端末２０の複数の
ウィンドウ画像が表示されてもよい。
【０１０２】
　以上のように、本実施形態の画像表示システム５は、端末画面ＴＭ（第１の画面の一例
）を備える複数の端末２０と、共有画面（第２の画面の一例）を備える表示装置４０を制
御する表示制御装置３０と、を備える。端末２０は、端末画面ＴＭにおけるアクティブウ
ィンドウ画像ＡＷＧ（アクティブなウィンドウの画像の一例）を取得してよい。端末２０
は、取得されたアクティブウィンドウ画像ＡＷＧと、端末画面ＴＭにおけるアクティブウ
ィンドウ画像ＡＷＧの画像位置及び画像サイズを含む画像付帯情報を、表示制御装置３０
に送信してよい。表示制御装置３０は、複数の端末２０のそれぞれから、アクティブウィ
ンドウ画像ＡＷＧと画像付帯情報とを受信してよい。表示制御装置３０は、アクティブウ
ィンドウ画像ＡＷＧ毎に、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧに対応する画像付帯情報に基
づいて、共有画面ＫＭにおけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの配置位置を決定してよ
い。表示制御装置３０は、共有画面ＫＭにおいて決定された複数の配置位置に、複数のア
クティブウィンドウ画像ＡＷＧを表示させてよい。
【０１０３】
　これにより、画像表示システム５は、各端末２０からのアクティブウィンドウ画像ＡＷ
Ｇを共有画面ＫＭに表示させることで、画像表示システム５を使用する複数のユーザの端
末画面ＴＭに表示される画像の情報を共有することができる。よって、画像表示システム
５は、複数の端末２０からのウィンドウ画像を切り替えて表示させる対応を行うことが不
要であり、ユーザの操作の煩雑性を低減できる。また、各ユーザは、自端末の端末画面Ｔ
Ｍにおいて表示されているアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの位置に対応して、共有画面
ＫＭにアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを表示させることができるので、直感的に理解し
易い。このように、画像表示システム５は、複数の端末２０において取得した各画像を共
有画面ＫＭにおいて適切に表示可能にできる。
【０１０４】
　また、表示制御装置３０は、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧ毎に、アクティブウィン
ドウ画像ＡＷＧに対応する画像付帯情報に基づいて、共有画面ＫＭにおけるアクティブウ
ィンドウ画像ＡＷＧの表示範囲を決定してよい。表示制御装置３０は、共有画面ＫＭにお
ける複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示範囲が重複する場合、複数のアクティ
ブウィンドウ画像ＡＷＧの受信順序に従って、共有画面ＫＭに垂直な方向に沿う複数のア
クティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示順序を決定してよい。
【０１０５】
　これにより、画像表示システム５は、例えば複数の端末２０からの複数のアクティブウ
ィンドウ画像ＡＷＧの受信時刻に従って、共有画面ＫＭにおける表示の階層を決定できる
。例えば、３つのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧが受信される場合、最後に受信された
アクティブウィンドウ画像ＡＷＧは最前面に表示され、最後の前に受信されたアクティブ
ウィンドウ画像ＡＷＧはその次に前面に表示され、最初に受信されたアクティブウィンド
ウ画像ＡＷＧは最後面に表示される。
【０１０６】
　また、複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧは、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡ
（第１の画像の一例）とアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＢ（第２の画像の一例）とを含
んでよい。表示制御装置３０は、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡの表示範囲とアクテ
ィブウィンドウ画像ＡＷＧＢの表示範囲とが重複し、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡ
がアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＢよりも先に受信された場合、共有画面ＫＭにおいて
アクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡよりもアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＢを前面に表
示させてよい。
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【０１０７】
　これにより、新たなに受信されたアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＢが前面側に配置さ
れ、以前に受信されたアクティブウィンドウ画像ＡＷＧＡが後面側に配置される。よって
、画像表示システム５は、新たなに受信された画像をユーザにとって確認し易くできる。
【０１０８】
　また、複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧは、再生可能なアプリケーションのウィ
ンドウの画像である第３の画像を含んでよい。画像付帯情報は、アプリケーションの再生
状態を示す情報を含んでよい。表示制御装置３０は、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧ毎
に、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧに対応する画像付帯情報に基づいて、共有画面ＫＭ
におけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示範囲を決定してよい。表示制御装置３０
は、画像付帯情報にアプリケーションの再生状態として一時停止を解除したことを示す情
報が含まれ、第３の画像の表示範囲と他の画像の表示範囲とが重複する場合、共有画面Ｋ
Ｍにおいて第３の画像を他の画像よりも前面に表示させてよい。
【０１０９】
　これにより、再生を一時停止していたアプリケーションのアクティブウィンドウ画像Ａ
ＷＧは、ユーザによる視認の重要性が低いので、表示優先度が低いとして後面側に表示さ
れ得る。一方、一時停止を解除して再生を開始したアプリケーションのアクティブウィン
ドウ画像ＡＷＧは、ユーザによる視認の重要性が高いので、画像表示システム５は、この
アクティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示優先度が高いとして、共有画面ＫＭの前面側に表
示できる。よって、ユーザは、共有画面ＫＭにおいて複数のアクティブウィンドウ画像Ａ
ＷＧが存在する状況でも、再生を再開したアプリケーションに係るアクティブウィンドウ
画像ＡＷＧを容易に確認できる。
【０１１０】
　また、複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧは、第４の画像を含んでよい。端末２０
は、端末画面ＴＭにおける第４の画像に対する変更操作を取得してよい。端末２０は、変
更操作の情報を表示制御装置３０へ送信してよい。表示制御装置３０は、アクティブウィ
ンドウ画像ＡＷＧ毎に、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧに対応する画像付帯情報に基づ
いて、共有画面ＫＭにおけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示範囲を決定してよい
。表示制御装置３０は、共有画面ＫＭにおける複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの
表示範囲が重複する場合、第４の画像に対する変更操作の情報の受信タイミングに従って
、共有画面ＫＭに垂直な方向に沿う複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの表示順序を
決定してよい。
【０１１１】
　これにより、画像表示システム５は、ユーザが端末画面ＴＭにおいて移動やサイズ変更
や切り替え等の変更操作を行ったアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを、表示優先度が高い
ものとして扱い、共有画面ＫＭの前面側に表示できる。よって、ユーザは、共有画面ＫＭ
において複数のアクティブウィンドウ画像ＡＷＧが存在する状況でも、変更操作を行った
アクティブウィンドウ画像ＡＷＧを容易に確認できる。
【０１１２】
　また、表示制御装置３０は、端末画面ＴＭのアスペクト比と解像度との少なくとも１つ
の情報を取得してよい。表示制御装置３０は、共有画面ＫＭのアスペクト比と解像度との
少なくとも１つの情報を取得してよい。表示制御装置３０は、端末画面ＴＭのアスペクト
比と解像度との少なくとも１つと共有画面ＫＭのアスペクト比と解像度との少なくとも１
つとに基づいて、端末画面ＴＭにおけるウィンドウ画像ＷＧ（例えばアクティブウィンド
ウ画像ＡＷＧ）のアスペクト比を固定して、共有画面ＫＭにおけるウィンドウ画像ＷＧの
表示範囲を調整してよい。
【０１１３】
　これにより、画像表示システム５は、端末画面ＴＭ及び共有画面ＫＭの間で解像度やア
スペクト比が異なる場合でも、画面に対するウィンドウ画像ＷＧの相対的な表示範囲（位
置やサイズ）を維持して、複数のユーザで画面共有できる。
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【０１１４】
　また、表示制御装置３０は、端末画面ＴＭ及び共有画面ＫＭにおけるｘ方向（第１の方
向の一例）の長さに基づいて、共有画面ＫＭにおけるウィンドウ画像ＷＧの表示範囲を調
整してよい。表示制御装置３０は、表示範囲が調整されたウィンドウ画像ＷＧの一部（例
えば下端部）が共有画面ＫＭ内に含まれない場合、ウィンドウ画像ＷＧの一部を表示対象
外としてよい。
【０１１５】
　端末画面ＴＭ及び共有画面ＫＭの間でアスペクト比や解像度が異なる場合でも、端末画
面ＴＭにおいて例えば端部付近に配置されたウィンドウ画像ＷＧは、共有画面ＫＭでは表
示領域の外側に配置され得る。例えば、横長の（ｙ方向よりもｘ方向の長い）共有画面Ｋ
Ｍでは、ｙ方向の端部（例えば下端部）の一部が表示領域外となることがある。この場合
でも、一部が表示領域外となった状態を維持して、ウィンドウ画像ＷＧの表示対象の部分
が表示される。この場合でも、例えばｙ方向に沿ってスクロールすることで、表示対象外
となったウィンドウ画像ＷＧの部分を確認可能である。
【０１１６】
　また、本実施形態の表示制御装置３０は、表示装置４０を制御する表示制御部３０２を
備える。表示制御部３０２は、無線装置３１を介して、複数の端末２０が備える端末画面
ＴＭにおけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを、複数の端末２０のそれぞれから取得し
てよい。表示制御部３０２は、無線装置３１を介して、端末画面ＴＭにおけるアクティブ
ウィンドウ画像ＡＷＧの画像位置及び画像サイズを含む画像付帯情報を、複数の端末２０
のそれぞれから取得してよい。表示制御部３０２は、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧ毎
に、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧに対応する画像付帯情報に基づいて、表示装置４０
が備える共有画面ＫＭにおけるアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの配置位置を決定してよ
い。表示制御部３０２は、共有画面ＫＭにおいて決定された複数の配置位置に、複数のア
クティブウィンドウ画像ＡＷＧを表示させてよい。
【０１１７】
　これにより、表示制御装置３０は、各端末２０からのアクティブウィンドウ画像ＡＷＧ
を共有画面ＫＭに表示させることで、共有画面ＫＭを確認するユーザ間で、他のユーザの
端末画面ＴＭに表示される画像の情報を共有することができる。また、各ユーザは、自端
末の端末画面ＴＭにおいて表示されているアクティブウィンドウ画像ＡＷＧの位置に対応
して、共有画面ＫＭにアクティブウィンドウ画像ＡＷＧを表示させることができるので、
直感的に理解し易い。このように、表示制御装置３０は、複数の端末２０において取得し
た各画像を共有画面ＫＭにおいて適切に表示可能にできる。
【０１１８】
（実施の形態２の内容に至る経緯）
　画像表示システムにおいて、複数の端末から表示装置へ画像を伝送して表示する際、伝
送経路の帯域は有限であるため、例えば多数の端末が表示装置に接続された場合などに、
通信実効速度の低下が起こり得る。また、表示制御装置のＣＰＵ性能などの制約により、
大量の画像が処理できない場合がある。この場合、表示装置の表示画面において画像のフ
リーズ、コマ落ち等が生じ得る。特許文献１では、この点が考慮されていない。
【０１１９】
　以下、複数の端末にて取得した画像をそれぞれ好適な伝送レートで表示装置に伝送し、
複数の端末からの各画像を表示装置の表示画面において適切に表示する画像表示システム
等の一例について説明する。
【０１２０】
（実施の形態２）
　実施の形態２では、複数の端末から表示制御装置へ、表示装置の共有画面に表示される
複数の端末の端末画面のそれぞれにおけるウィンドウ画像を伝送することについて説明す
る。なお、本実施形態では、実施の形態１と同様に、画像表示システムは、各端末からの
各画像付帯情報に基づいて、共有画面における各ウィンドウ画像の配置位置を決定し、決
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定された各配置位置に各ウィンドウ画像を表示する。本実施形態では、ウィンドウ画像の
配置や表示順序については、その説明を省略又は簡略化する。また、実施の形態１で説明
した事項と同様の事項については、実施の形態２ではその説明を省略又は簡略化する。
【０１２１】
　実施の形態２に係る画像表示システム５Ａの構成は、図１で示した画像表示システム５
の構成とほぼ同様であり、同様の構成については、その説明を省略又は簡略化する。本実
施形態の画像表示システム５Ａと実施の形態１の画像表示システム５とを比較すると、伝
送レート制御を実現するための構成が異なり、表示制御装置の構成が異なる。
【０１２２】
　なお、実施の形態１では、端末２０から表示制御装置３０へアクティブウィンドウ画像
ＡＷＧが伝送され、共有画面ＫＭにおいてアクティブウィンドウ画像ＡＷＧが表示される
ことを主に例示した。実施の形態２では、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧ以外のウィン
ドウ画像ＷＧが伝送され、共有画面ＫＭにおいて表示されてよい。端末２０が表示制御装
置へ送信するウィンドウ画像ＷＧは、任意のウィンドウ画像ＷＧでよく、操作部２２０を
介してユーザが指定したウィンドウ画像ＷＧでもよいし、アクティブウィンドウ画像ＡＷ
Ｇでもよい。また、複数のウィンドウ画像ＷＧが伝送され、共有画面ＫＭで表示されてよ
い。
【０１２３】
　図１４は、表示制御装置３０Ａの構成例を示すブロック図である。画像表示システム５
Ａは、表示制御装置３０Ａを備える。表示制御装置３０Ａは、制御部３１０Ａを備える。
制御部３１０Ａは、デコード部３０１、表示制御部３０２、及び通信制御部３０３を備え
る。なお、図１４の表示制御装置３０Ａにおいて、図３に示した表示制御装置３０と同様
の構成については、同一の符号を付し、その説明を省略又は簡略化する。
【０１２４】
　表示制御装置３０Ａでは、通信制御部３０３は、無線装置３１及びデコード部３０１を
介して、各端末２０から各ウィンドウ画像ＷＧ及び各画像付帯情報を取得する。
【０１２５】
　通信制御部３０３は、画像付帯情報に基づいて、各端末２０から各ウィンドウ画像ＷＧ
を伝送するための伝送レートを決定する。通信制御部３０３は、伝送レートの決定では、
各ウィンドウ画像ＷＧを伝送するための伝送レートの順位を決定し、伝送レートの順位に
基づいて、伝送レートを決定する。この場合、通信制御部３０３は、画像付帯情報に基づ
いて、画面占有率を算出してよい。画面占有率は、共有画面ＫＭにおいてウィンドウ画像
ＷＧが表示される領域が占める割合を示す。
【０１２６】
　例えば、通信制御部３０３は、画像付帯情報に含まれる画像位置情報に基づいて、共有
画面ＫＭにおいてウィンドウ画像ＷＧが表示される表示範囲を算出する。共有画面ＫＭに
おいて複数の端末２０からの複数のウィンドウ画像ＷＧの表示範囲が重複しない場合、共
有画面ＫＭに対する表示範囲の割合が、画面占有率となる。ウィンドウ画像ＷＧの全域が
、共有画面ＫＭの表面（最前面）に現れるためである。一方、共有画面ＫＭにおいて複数
の端末２０からの複数のウィンドウ画像ＷＧの表示範囲が重複する場合、共有画面ＫＭに
対する、ウィンドウ画像ＷＧの表示範囲のうち最前面となる範囲（他のウィンドウ画像に
隠れずに見える範囲）の割合が、画面占有率となる。
【０１２７】
　通信制御部３０３は、各ウィンドウ画像ＷＧ（ＷＧＡ，ＷＧＢ，ＷＧＣ，…）の画面占
有率に基づいて、各端末２０から各ウィンドウ画像ＷＧを伝送するための伝送レートを決
定する。例えば、ウィンドウ画像ＷＧＡの画面占有率がウィンドウ画像ＷＧＢの画面占有
率の２倍である場合、伝送レートを２倍にしてよいし、その他の調整を加味して２倍を基
に伝送レートを決定してもよい。通信制御部３０３は、無線装置３１，１１，２１を介し
て、決定された伝送レートを各端末２０へ通知する。また、複数の異なる伝送レートを予
め決めておき、記憶部３３０に保持しておいてもよい。例えば、伝送レートとして、２０
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ｆｐｓ、５ｆｐｓ、１ｆｐｓ、等を記憶部３３０が有するテーブルに保持しておき、ウィ
ンドウ画像ＷＧの画面占有率が大きい程、高い伝送レートの値が割り当てられてよい。ま
た、伝送レートは、単位時間当たりの画像の送信の頻度（フレームレート）であってよい
。通信制御部３０３は、伝送レートの制御において、画像の送信頻度を制御し、画像の画
質（例えば圧縮率）は制御しなくてよい。
【０１２８】
　各端末２０は、無線装置２１を介して、決定された伝送レートの通知を表示制御装置３
０Ａから受信する。各端末２０は、伝送レートの通知を受けた後には、通知された伝送レ
ートに従った送信頻度で、無線装置２１を介してウィンドウ画像ＷＧを表示制御装置３０
Ａへ送信する。
【０１２９】
　なお、通信制御部３０３は、共有画面ＫＭによる表示モードが共有モードに設定されて
いる場合、伝送レートの制御が行われる。一方、通信制御部３０３は、共有画面ＫＭによ
る表示モードが単独モード（例えば全画面表示モード）に設定されている場合、伝送レー
トの制御を行わなくてよい。単独モードの設定期間中に伝送されるウィンドウ画像ＷＧは
、１つの端末２０からのウィンドウ画像ＷＧのみとなり、他の端末２０からのウィンドウ
画像ＷＧの伝送を考慮しなくてよいためである。
【０１３０】
　図１５及び図１６は、本実施形態の画像伝送例及び画面共有例を示す図である。図１５
及び図１６では、図６と同じ処理については、その説明を省略又は簡略化する。図１５及
び図１６では、端末２０Ａからウィンドウ画像ＷＧＡ（図中では単に「Ａ」とも記載する
）が伝送されて共有画面ＫＭに表示される。端末２０Ｂからウィンドウ画像ＷＧＢ（図中
では単に「Ｂ」とも記載する）が伝送されて共有画面ＫＭに表示される。端末２０Ｃから
ウィンドウ画像ＷＧＣ（図中では単に「Ｃ」とも記載する）が伝送されて共有画面ＫＭに
表示される。ウィンドウ画像ＷＧＡ，ＷＧＢ，ＷＧＢについて、元の画像の大きさは、ウ
ィンドウ画像ＷＧＢ＞ウィンドウ画像ＷＧＣ＞ウィンドウ画像ＷＧＡ、の順である。ここ
では、端末２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃの順に表示制御装置３０Ａに通信接続され、共有開始
され、順にウィンドウ画像ＷＧの送信を開始する。
【０１３１】
　まず、端末２０Ａは、共有開始を検出すると、無線装置２１を介して、ウィンドウ画像
ＷＧＡ及びその画像付帯情報を表示制御装置３０Ａへ送信する。表示制御装置３０Ａは、
無線装置３１を介して、端末２０Ａからウィンドウ画像ＷＧＡ及びその画像付帯情報を受
信する。通信制御部３０３は、画像付帯情報に含まれる画像位置情報を基に、共有画面Ｋ
Ｍにおけるウィンドウ画像ＷＧＡの配置位置を決定し、この配置位置にウィンドウ画像Ｗ
ＧＡを表示させる。
【０１３２】
　通信制御部３０３は、画像付帯情報に含まれる画像位置情報を基に、共有画面ＫＭにお
けるウィンドウ画像ＷＧＡの表示範囲を算出し、画像占有率を算出する。ここでは、共有
画面ＫＭにおいてウィンドウ画像ＷＧＡ以外のウィンドウ画像ＷＧは表示されないので、
ウィンドウ画像ＷＧＡの画面占有率は最も高い。通信制御部３０３は、算出された画像占
有率に基づいて、伝送レート（例えば伝送可能な最大伝送レート、例えば２０ｆｐｓ）を
決定する。表示制御装置３０Ａは、無線装置３１を介して、決定されたウィンドウ画像Ｗ
ＧＡを伝送するための伝送レートの情報を含む応答情報（画像伝送応答）を、端末２０Ａ
へ送信する。よって、応答情報は、伝送レートの変更指示を含み得る。
【０１３３】
　端末２０Ａは、無線装置２１を介して、表示制御装置３０Ａから応答情報を受信し、応
答情報に含まれる伝送レート（例えば２０ｆｐｓ）に従って、ウィンドウ画像ＷＧＡの送
信を繰り返す。
【０１３４】
　続いて、端末２０Ｂが、無線装置２１を介して、ウィンドウ画像ＷＧＢ及びその画像付
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帯情報を表示制御装置３０Ａへ送信する。表示制御装置３０Ａは、無線装置３１を介して
、端末２０Ｂからウィンドウ画像ＷＧＢ及びその画像付帯情報を受信する。通信制御部３
０３は、画像付帯情報に含まれる画像位置情報を基に、共有画面ＫＭにおけるウィンドウ
画像ＷＧＢの配置位置を決定し、この配置位置にウィンドウ画像ＷＧＢを表示させる。な
お、ウィンドウ画像ＷＧＢの共有開始がウィンドウ画像ＷＧＡの共有開始よりも後なので
、ウィンドウ画像ＷＧＢの表示範囲とウィンドウ画像ＷＧＡの表示範囲とが重複する場合
、ウィンドウ画像ＷＧＢがウィンドウ画像ＷＧＡよりも前面に配置され表示される。
【０１３５】
　また、通信制御部３０３は、画像付帯情報に含まれる画像位置情報を基に、共有画面Ｋ
Ｍにおけるウィンドウ画像ＷＧＢの表示範囲を算出し、画像占有率を算出する。ここで、
共有画面ＫＭにおけるウィンドウ画像ＷＧＢの表示範囲とウィンドウ画像ＷＧＡの表示範
囲とが重複する場合、後面側のウィンドウ画像ＷＧＡの表示範囲は、両画像の重複する範
囲の分、小さくなる。この結果、図１５では、ウィンドウ画像ＷＧＡの画面占有率は、ウ
ィンドウ画像ＷＧＢの画面占有率よりも、かなり小さくなる。
【０１３６】
　通信制御部３０３は、算出された画像占有率に基づいて、ウィンドウ画像ＷＧＢを伝送
するための伝送レート（例えば２０ｆｐｓ）と、ウィンドウ画像ＷＧＡを伝送するための
伝送レート（例えば５ｆｐｓ）と、を決定する。つまり、ウィンドウ画像ＷＧＢを伝送す
るための伝送レートは、ウィンドウ画像ＷＧＡを伝送するための伝送レートより高くなる
。表示制御装置３０Ａは、無線装置３１を介して、決定されたウィンドウ画像ＷＧＢを伝
送するための伝送レートの情報を含む応答情報を、端末２０Ｂへ送信する。表示制御装置
３０Ａは、無線装置３１を介して、決定されたウィンドウ画像ＷＧＡを伝送するための伝
送レートの情報を含む応答情報を、端末２０Ａへ送信する。
【０１３７】
　端末２０Ｂは、無線装置２１を介して、表示制御装置３０Ａから応答情報を受信し、応
答情報に含まれる伝送レート（例えば２０ｆｐｓ）に従って、ウィンドウ画像ＷＧＢの送
信を繰り返す。端末２０Ａは、無線装置２１を介して、表示制御装置３０Ａから応答情報
を受信し、応答情報に含まれる伝送レート（例えば５ｆｐｓ）に従って、ウィンドウ画像
ＷＧＡの送信を繰り返す。
【０１３８】
　続いて、端末２０Ｃが、無線装置２１を介して、ウィンドウ画像ＷＧＣ及びその画像付
帯情報を表示制御装置３０Ａへ送信する。表示制御装置３０Ａは、無線装置３１を介して
、端末２０Ｃからウィンドウ画像ＷＧＣ及びその画像付帯情報を受信する。通信制御部３
０３は、画像付帯情報に含まれる画像位置情報を基に、共有画面ＫＭにおけるウィンドウ
画像ＷＧＣの配置位置を決定し、この配置位置にウィンドウ画像ＷＧＣを表示させる。な
お、ウィンドウ画像ＷＧＣの共有開始がウィンドウ画像ＷＧＢの共有開始よりも後なので
、ウィンドウ画像ＷＧＣの表示範囲とウィンドウ画像ＷＧＢ，ＷＧＡの表示範囲とが重複
する場合、ウィンドウ画像ＷＧＣがウィンドウ画像ＷＧＢ，ＷＧＡよりも前面に配置され
表示される。また、前述したとおり、ウィンドウ画像ＷＧＢがウィンドウ画像ＷＧＡより
も前面に配置され表示される。
【０１３９】
　通信制御部３０３は、画像付帯情報に含まれる画像位置情報を基に、共有画面ＫＭにお
けるウィンドウ画像ＷＧＣの表示範囲を算出し、画像占有率を算出する。ここで、共有画
面ＫＭにおけるウィンドウ画像ＷＧＣの表示範囲とウィンドウ画像ＷＧＢ，ＷＧＡの表示
範囲とが重複する場合、後面側のウィンドウ画像ＷＧＢ，ＷＧＡの表示範囲は、ウィンド
ウ画像ＷＧＣと重複する範囲の分、小さくなる。また、前述したとおり、共有画面ＫＭに
おけるウィンドウ画像ＷＧＢの表示範囲とウィンドウ画像ＷＧＡの表示範囲とが重複する
場合、後面側のウィンドウ画像ＷＧＡの表示範囲は、ウィンドウ画像ＷＧＢと重複する範
囲の分、小さくなる。この結果、ウィンドウ画像ＷＧＢの画面占有率は、図１６では、ウ
ィンドウ画像ＷＧＢ，ＷＧＣ，ＷＧＡの順に大きくなる。
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【０１４０】
　通信制御部３０３は、算出された画像占有率に基づいて、ウィンドウ画像ＷＧＣを伝送
するための伝送レート（例えば５ｆｐｓ）と、ウィンドウ画像ＷＧＢを伝送するための伝
送レート（例えば２０ｆｐｓ）と、ウィンドウ画像ＷＧＡを伝送するための伝送レート（
例えば１ｆｐｓ）と、を決定する。つまり、各ウィンドウ画像を伝送するための伝送レー
ト（伝送レートの順位）は、ウィンドウ画像ＷＧＢ，ＷＧＣ，ＷＧＡの順に高くなる。
【０１４１】
　表示制御装置３０Ａは、無線装置３１を介して、決定されたウィンドウ画像ＷＧＣを伝
送するための伝送レートの情報を含む応答情報を、端末２０Ｃへ送信する。表示制御装置
３０Ａは、無線装置３１を介して、決定されたウィンドウ画像ＷＧＢを伝送するための伝
送レートの情報を含む応答情報を、端末２０Ｂへ送信する。表示制御装置３０Ａは、無線
装置３１を介して、決定されたウィンドウ画像ＷＧＡを伝送するための伝送レートの情報
を含む応答情報を、端末２０Ａへ送信する。
【０１４２】
　端末２０Ｃは、無線装置２１を介して、表示制御装置３０Ａから応答情報を受信し、応
答情報に含まれる伝送レート（例えば５ｆｐｓ）に従って、ウィンドウ画像ＷＧＣの送信
を繰り返す。端末２０Ｂは、無線装置２１を介して、表示制御装置３０Ａから応答情報を
受信し、応答情報に含まれる伝送レート（例えば２０ｆｐｓ）に従って、ウィンドウ画像
ＷＧＢの送信を繰り返す。端末２０Ａは、無線装置２１を介して、表示制御装置３０Ａか
ら応答情報を受信し、応答情報に含まれる伝送レート（例えば１ｆｐｓ）に従って、ウィ
ンドウ画像ＷＧＡの送信を繰り返す。
【０１４３】
　このように、画像表示システム５Ａでは、初めに、端末２０Ａが、表示制御装置３０Ａ
と通信接続され、共有開始され、ウィンドウ画像ＷＧＡを例えば２０ｆｐｓで伝送し、表
示制御装置３０Ａが共有画面ＫＭに表示する。続いて、表示制御装置３０Ａと通信接続さ
れ、共有開始される。この際の画面占有率は、ウィンドウ画像ＷＧＢの方がウィンドウ画
像ＷＧＡよりも大きい。一例として、表示制御装置３０Ａは、ウィンドウ画像ＷＧＢを例
えば２０ｆｐｓで伝送させ、共有画面ＫＭに表示させる。また、表示制御装置３０Ａは、
ウィンドウ画像ＷＧＡを例えば５ｆｐｓで伝送させ、共有画面ＫＭに表示させる。
【０１４４】
　続いて、端末２０Ｃが、表示制御装置３０Ａと通信接続され、共有開始される。この際
の画面占有率は、ウィンドウ画像ＷＧＢ、ウィンドウ画像ＷＧＣ、ウィンドウ画像ＷＧＡ
、の順に大きい。一例として、ウィンドウ画像ＷＧＣを例えば５ｆｐｓで伝送し、表示制
御装置３０Ａが共有画面ＫＭに表示させる。また、表示制御装置３０Ａは、ウィンドウ画
像ＷＧＢを例えば２０ｆｐｓで伝送させ、共有画面ＫＭに表示させる。また、表示制御装
置３０Ａは、ウィンドウ画像ＷＧＡを例えば１ｆｐｓで伝送させ、共有画面ＫＭに表示さ
せる。
【０１４５】
　このように、各端末２０は、自装置の端末画面ＴＭにおけるウィンドウ画像ＷＧを取得
し、ウィンドウ画像ＷＧのデータを表示制御装置３０Ａに伝送する。表示制御装置３０Ａ
は、各端末２０からの各ウィンドウ画像ＷＧを受信し、共有画面ＫＭに表示させる。各端
末２０及び表示制御装置３０Ａは、共有画面ＫＭにおけるそれぞれのウィンドウ画像ＷＧ
の画面占有率を含む伝送条件に応じて、端末２０から表示制御装置３０Ａへウィンドウ画
像ＷＧを伝送するための伝送レートを設定する。
【０１４６】
　なお、各端末２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃは、共有開始後の初回の画像伝送時（つまり共有
開始時）に限らずに、画像付帯情報を送信してもよい。例えば、表示制御装置３０Ａとの
通信接続時や、各端末２０の端末画面ＴＭでのウィンドウ画像ＷＧの変更時に、無線装置
２１を介して表示制御装置３０Ａへ画像付帯情報を送信する。ウィンドウ画像ＷＧの変更
とは、ウィンドウの移動、ウィンドウのサイズ変更、アクティブウィンドウの切り替え、
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等を含んでよい。ウィンドウ画像ＷＧの変更は、自動的に行われてもよいし、手動（操作
部２２０を介したユーザ操作）により行われてもよい。また、各端末２０は、無線装置２
１を介して、ウィンドウ画像ＷＧとともに、表示制御装置３０Ａへ画像付帯情報を毎回送
信してもよい。表示制御装置３０Ａの通信制御部３０３は、無線装置３１を介して各端末
２０からの画像付帯情報を取得する。
【０１４７】
　通信制御部３０３は、画像付帯情報を取得した際に、画像付帯情報に基づいて、画像付
帯情報に対応するウィンドウ画像ＷＧの共有画面ＫＭにおける画面占有率を算出してよい
。したがって、表示制御装置３０Ａは、画像付帯情報を送信する頻度が高い程、画面占有
率が高頻度で算出され、伝送レートの調整を頻繁に行うことができる。この場合、表示制
御装置３０Ａは、共有画面ＫＭにおける複数のウィンドウ画像ＷＧの表示態様が頻繁に変
化する場合でも、好適な伝送レートを導出できる。
【０１４８】
　このように、画像表示システム５Ａは、共有画面ＫＭにおける各ウィンドウ画像ＷＧの
画面占有率に基づいて、各ウィンドウ画像ＷＧを伝送するための伝送レートを制御可能で
ある。これにより、画像表示システム５Ａは、多数の端末２０が表示制御装置３０Ａに接
続された場合でも、各端末２０と表示制御装置３０Ａの間での通信実効速度が低下して、
共有画面ＫＭのフリーズやコマ落ち（画像フレームの欠落）が発生することを抑制できる
。特に、画面占有率に応じて伝送レートが決定されることで、画像表示システム５Ａは、
例えば重要なウィンドウ画像ＷＧを伝送するための通信速度やフレームレートを他のウィ
ンドウ画像ＷＧを伝送するための通信速度やフレームレートより高くでき、共有画面ＫＭ
のフリーズやコマ落ちが発生することを抑制できる。つまり、画面占有率を用いることで
、複数のウィンドウ画像ＷＧのうち、共有画面ＫＭの表面にウィンドウ画像ＷＧの出現し
ている面積が大きい程、重要な情報であるとして、画像表示システム５Ａは、伝送レート
を大きくし、ウィンドウ画像の伝送量を多くできる。
【０１４９】
　よって、画像表示システム５Ａは、例えば端末２０と無線制御装置１０と表示制御装置
３０Ａとの間の伝送経路において、重要度の高い（例えば画面占有率の高い）ウィンドウ
画像ＷＧを伝送するためのリソースが不足したり、複数のウィンドウ画像ＷＧが一律に過
大な伝送量で伝送されることで伝送路特性が劣化したりすることを抑制できる。
【０１５０】
　本実施形態では、表示制御装置３０Ａは、画像付帯情報に含まれる無線通信状況を基に
、伝送レートを再調整してもよい。例えば、通信制御部３０３は、画面占有率等を基に伝
送レートを決定した後、伝送レートが高く決定された端末２０の無線通信状況が劣悪であ
る場合（例えば所定品質以下の場合)、伝送レートを低くしてよい。これにより、表示制
御装置３０Ａは、予期しないフリーズやコマ落ちを抑制可能である。さらに、所定の端末
２０の伝送レートを低下させた分、表示装置４０のリソースに余裕がでるため、そのリソ
ースを他の端末２０の通信に割り当てることで、画像表示システム５Ａ全体の通信品質を
向上させることもできる。
【０１５１】
　本実施形態では、画面占有率に基づいて伝送レートを決定する（伝送レートの順位の決
定を含む）ことを主に例示したが、これに限られない。例えば、表示制御装置３０Ａの通
信制御部３０３は、画面占有率以外の画像付帯情報又は端末２０に関する端末情報を取得
し、画像付帯情報又は端末情報に基づいて、伝送レートが決定されてよい。また画面占有
率と画像付帯情報又は端末情報との双方に基づいて、伝送レートが決定されてもよい。な
お、複数のウィンドウ画像ＷＧについて画面占有率又は画像付帯情報が一致する場合には
、同じ伝送レートに設定されてよい。
【０１５２】
　例えば、通信制御部３０３は、表示制御装置３０Ａに同時に接続されている端末２０の
数に応じて、伝送レートを決定してよい。例えば、端末２０の数が多い程、各端末２０か
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ら伝送するための伝送レートが低く設定され、端末２０の数が少ない程、各端末２０から
伝送するための伝送レートが高く設定されてよい。なお、端末２０の数は、例えば無線装
置３１が端末接続数を管理しており、無線装置３１から取得されてよい。この端末の数は
、端末情報に含まれてよい。
【０１５３】
　また、通信制御部３０３は、端末２０で伝送対象のウィンドウ（例えばアクティブウィ
ンドウ）となっているアプリケーションの種別に応じて、伝送レートを決定してよい。例
えば、伝送対象のウィンドウとなっているアプリケーションが動画アプリケーションであ
る場合、この伝送対象のウィンドウ画像ＷＧを伝送するための伝送レートが高く設定され
、伝送対象のウィンドウとなっているアプリケーションが動画以外（例えば静止画やテキ
スト編集）のアプリケーションである場合、この伝送対象のウィンドウ画像ＷＧを伝送す
るための伝送レートが低く設定されてよい。アプリケーションの種別の情報は、画像付帯
情報に含められ、端末２０から表示制御装置３０Ａへ通知されていてよい。
【０１５４】
　また、通信制御部３０３は、端末２０を使用するユーザの役割（例えば、会議のオーナ
ー、発表者、書記）に応じて、伝送レートを決定してよい。例えば、端末２０のユーザが
発表者の場合、この端末２０からウィンドウ画像ＷＧを伝送するための伝送レートが高く
設定され、端末２０のユーザが書記の場合、この端末２０からウィンドウ画像を伝送する
ための伝送レートが低く設定されてよい。ユーザの役割の情報は、画像付帯情報に含めら
れ、端末２０から表示制御装置３０Ａへ通知されていてよい。
【０１５５】
　また、通信制御部３０３は、複数の端末２０から送信される複数のウィンドウ画像ＷＧ
の共有開始の指示の順序や受信順序に従って、伝送レートを決定してよい。例えば、共有
開始の指示の順序や受信順序が時間的に後である程、伝送レートが高く設定され、共有開
始の指示の順序や受信順序が時間的に前である程、伝送レートが低く設定されてよい。こ
れにより、注目度が高いことが想定される、新しい画像の伝送レートが高くなる。
【０１５６】
　図１７は、実施の形態２に係る画像表示システム５Ａによる画像伝送を補足する図であ
る。
【０１５７】
　図１７では、端末２０ＡのユーザＵＡの種別は発表者であり、端末２０Ｂのユーザの種
別は書記である。したがって、通信制御部３０３は、端末２０Ａ，２０Ｂからの画像付帯
情報に含まれるユーザの種別に基づいて、伝送レートを決定してよい。ここでは、通信制
御部３０３は、端末２０Ａから伝送されるウィンドウ画像ＷＧＡの伝送レートを高く設定
し、端末２０Ｂから伝送されるウィンドウ画像ＷＧＢの伝送レートを低く設定してよい。
【０１５８】
　また、端末２０Ａでは、伝送対象のウィンドウ（例えばアクティブウィンドウ）として
動画アプリケーションのウィンドウが選択されている。したがって、通信制御部３０３は
、端末２０Ｃからの画像付帯情報に含まれるアプリケーションの種別に基づいて、伝送レ
ートを決定してよい。ここでは、通信制御部３０３は、端末２０Ｃから伝送されるウィン
ドウ画像ＷＧＣの伝送レートを、例えば静止画のアプリケーションのウィンドウ画像の伝
送レートよりも高く設定してよい。
【０１５９】
　また、本実施形態では、伝送レートを制御し、伝送されるウィンドウ画像ＷＧの画質を
制御しないことを主に説明したが、これに限られない。通信制御部３０３は、伝送される
ウィンドウ画像ＷＧの画質を制御してもよい。ここでの画質は、ウィンドウ画像ＷＧの圧
縮方式の１つであるＪＰＥＧの圧縮率であってよい。また、端末２０から表示制御装置３
０へ伝送するための伝送レートの制御の代わりに、端末２０に割り当てられる通信レート
が制御されてもよい。なお、画質とフレームレートの情報は、表示制御装置３０Ａから端
末２０へ通知されてよい。
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【０１６０】
　また、端末２０によるアプリケーション（例えば動画アプリケーション）の再生開始や
停止や一時停止、画面共有の停止、等により、伝送レートの順位が変化してよい。このよ
うな伝送レートの順位が変化するトリガが発生した場合には、通信制御部３０３は、伝送
レートの設定を行ってよい。例えば、ウィンドウ画像ＷＧとして動画の画像を送信してい
る間には、他の端末２０からのウィンドウ画像ＷＧが画面共有に追加されると、この動画
のウィンドウ画像ＷＧは、共有画面ＫＭにおける後面側に次々と移動していくことになる
。この場合、画像表示システム５Ａは、動画の画像を表示する端末画面ＴＭにおいて、例
えば操作部２２０を介して動画アプリケーションの操作を行うことで、伝送レートの順位
が高くなり、このウィンドウ画像ＷＧを伝送するための伝送性能を向上できる。
【０１６１】
　以上のように、本実施形態の画像表示システム５Ａ（画像伝送システムの一例）は、端
末画面ＴＭ（第１の画面の一例）を備える複数の端末２０と、共有画面ＫＭ（第２の画面
の一例）を備える表示装置４０に表示される画像の伝送を制御する表示制御装置３０Ａ（
伝送制御装置の一例）と、を備える。端末２０は、端末画面ＴＭにおけるウィンドウ画像
ＷＧ（ウィンドウの画像の一例）を取得し、取得されたウィンドウ画像ＷＧを表示制御装
置３０Ａに送信してよい。表示制御装置３０Ａは、複数の端末２０から複数のウィンドウ
画像ＷＧを受信してよい。表示制御装置３０Ａは、ウィンドウ画像ＷＧに関する画像付帯
情報又は端末２０に関する端末情報を取得し、画像付帯情報又は端末情報に基づいて、複
数の端末２０から表示制御装置３０Ａへの複数のウィンドウ画像ＷＧの伝送レートの順位
を決定してよい。
【０１６２】
　これにより、画像表示システム５Ａは、ウィンドウ画像ＷＧに関する画像付帯情報又は
端末２０に関する端末情報に基づいて、各ウィンドウ画像ＷＧを伝送するための伝送レー
トの順位を決定可能であり、伝送レートを制御可能である。よって、画像表示システム５
Ａは、各端末２０と表示制御装置３０Ａの間での通信実効速度が低下して、共有画面ＫＭ
のフリーズやコマ落ち（画像フレームの欠落）が発生することを抑制できる。
【０１６３】
　また、端末２０は、端末画面ＴＭにおけるウィンドウ画像ＷＧの画像位置及び画像サイ
ズを含む画像付帯情報を表示制御装置３０Ａに送信してよい。表示制御装置３０Ａは、複
数の端末２０から複数の画像付帯情報を受信してよい。表示制御装置３０Ａは、ウィンド
ウ画像ＷＧ毎に、ウィンドウ画像ＷＧに対応する画像付帯情報に基づいて、共有画面ＫＭ
に対するウィンドウ画像ＷＧの画面占有率を導出（例えば算出）し、ウィンドウ画像ＷＧ
毎の画面占有率に基づいて、複数のウィンドウ画像ＷＧの伝送レートの順位を決定してよ
い。
【０１６４】
　画像表示システム５Ａは、画面占有率を用いることで、複数のウィンドウ画像ＷＧのう
ち、共有画面ＫＭの表面にウィンドウ画像ＷＧの出現している面積が大きい程、重要な情
報であるとして、画像表示システム５Ａは、伝送レートを大きくし、ウィンドウ画像の伝
送量を多くできる。また、多数の端末２０が表示制御装置３０Ａに接続された場合には、
共有画面ＫＭに多数のウィンドウ画像ＷＧが表示されることとなり、１つのウィンドウ画
像ＷＧあたりの画面占有率が小さくなる。よって、画像表示システム５Ａは、各端末２０
と表示制御装置３０Ａの間での通信実効速度が低下して、共有画面ＫＭのフリーズやコマ
落ち（画像フレームの欠落）が発生することを抑制できる。また、画像表示システム５Ａ
は、端末画面ＴＭにおけるウィンドウ画像ＷＧの画像位置及び画像サイズに基づいて、共
有画面ＫＭにおけるウィンドウ画像ＷＧの画像位置及び画像サイズを決定でき、各画面で
ウィンドウ画像ＷＧの表示の位置関係を維持できる。よって、表示制御装置３０Ａは、端
末画面ＴＭにおける画像位置情報を把握することで、共有画面ＫＭにおける画面占有率を
導出可能である。
【０１６５】
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　また、端末２０は、端末２０のユーザの役割の情報を含む画像付帯情報を表示制御装置
３０Ａに送信してよい。表示制御装置３０Ａは、複数の端末２０から複数の画像付帯情報
を受信してよい。表示制御装置３０Ａは、画像付帯情報に含まれるユーザの役割に基づい
て、複数のウィンドウ画像ＷＧの伝送レートの順位を決定してよい。
【０１６６】
　これにより、画像表示システム５Ａは、例えば発表のために多くの資料や動画を必要と
する発表者に対しては伝送レートを高くし、主にテキスト編集等を行う書記に対しては伝
送レートを小さくすることができ、各役割に合せて各端末２０から画像伝送できる。
【０１６７】
　また、端末情報は、表示制御装置３０Ａに接続された端末２０の数の情報を含んでよい
。表示制御装置３０Ａは、端末２０の数に基づいて、複数のウィンドウ画像ＷＧの伝送レ
ートの順位を決定してよい。
【０１６８】
　これにより、画像表示システム５Ａは、例えば多数の端末２０が表示制御装置３０Ａに
接続され画面共有する場合には、例えば各端末２０に対して一律に伝送レートを小さくす
るなどの調整を行うことができる。よって、画像表示システム５Ａは、端末２０の台数に
起因して画像伝送性能が劣化することを抑制できる。
【０１６９】
　また、端末２０は、ウィンドウ画像ＷＧに対応するアプリケーションの種別の情報を含
む画像付帯情報を表示制御装置３０Ａに送信してよい。表示制御装置３０Ａは、複数の端
末２０から複数の画像付帯情報を受信してよい。表示制御装置３０Ａは、画像付帯情報に
含まれるアプリケーションの種別に基づいて、複数のウィンドウ画像ＷＧの伝送レートの
順位を決定してよい。
【０１７０】
　これにより、画像表示システム５Ａは、データ量の大きくなることが想定されるアプリ
ケーション（例えば動画アプリケーション）のウィンドウ画像ＷＧの伝送に対しては、伝
送レートを高くでき、データ量の小さくなることが想定されるアプリケーション（例えば
テキスト編集のアプリケーション）のウィンドウ画像ＷＧの伝送に対しては、伝送レート
を低くできる。よって、画像表示システム５Ａは、ウィンドウ画像ＷＧに対応するアプリ
ケーションの種別に起因して画像伝送性能が劣化することを抑制できる。
【０１７１】
　また、ウィンドウは、アクティブなウィンドウでよい。つまり、ウィンドウ画像ＷＧは
、アクティブウィンドウ画像ＡＷＧでよい。
【０１７２】
　これにより、画像表示システム５Ａは、各端末２０のユーザが端末画面ＴＭにおいて注
目する重要なウィンドウ画像ＷＧの画像伝送性能を向上でき、アクティブウィンドウ画像
ＡＷＧをスムーズに画面共有できる。
【０１７３】
　また、伝送レートの制御は、ウィンドウ画像ＷＧの送信頻度の制御を含んでよい。
【０１７４】
　これにより、画像表示システム５Ａは、１つ１つのウィンドウ画像ＷＧの画質を変えず
に単位時間当たりの伝送量を調整し、画像伝送できる。
【０１７５】
　また、伝送レートの制御は、ウィンドウ画像ＷＧの画質の制御を含んでよい。
【０１７６】
　これにより、画像表示システム５Ａは、送信頻度を変えずに単位時間当たりの伝送量を
調整し、画像伝送できる。
【０１７７】
　また、表示制御装置３０Ａは、共有画面ＫＭにおいて複数のウィンドウ画像ＷＧのいず
れかを全画面表示可能でよい。表示制御装置３０Ａは、全画面表示を不実施の期間に、複
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数のウィンドウ画像ＷＧの伝送レートの順位を決定してよい。
【０１７８】
　全画面表示を行う場合には、全画面表示を行う画像以外の画像は共有画面ＫＭに表示さ
れないので、端末２０から表示制御装置３０Ａへ画像伝送することが不要である。よって
、画像表示システム５Ａは、共有画面ＫＭにおける表示品質を維持しながら、伝送経路の
リソース削減を実現できる。
【０１７９】
　また、表示制御装置３０Ａは、受信された複数のウィンドウ画像ＷＧを共有画面ＫＭに
表示させてよい。
【０１８０】
　これにより、表示制御装置３０Ａは、伝送レートの制御（伝送レートの順位の決定）と
、共有画面ＫＭの表示制御とを、１つの装置で実施できる。
【０１８１】
　また、本実施形態の表示制御装置３０Ａは、表示装置４０に表示されるウィンドウ画像
ＷＧの伝送を制御する通信制御部３０３（伝送制御部の一例）を備える。通信制御部３０
３は、複数の端末２０が備える端末画面ＴＭにおけるウィンドウ画像ＷＧを、複数の端末
２０のそれぞれから取得してよい。通信制御部３０３は、ウィンドウ画像ＷＧに関する画
像付帯情報又は端末２０に関する端末情報を取得し、画像付帯情報又は端末情報に基づい
て、複数の端末２０から表示制御装置３０Ａへの複数のウィンドウ画像ＷＧの伝送レート
の順位を決定してよい。
【０１８２】
　これにより、表示制御装置３０Ａは、ウィンドウ画像ＷＧに関する画像付帯情報又は端
末２０に関する端末情報に基づいて、各ウィンドウ画像ＷＧを伝送するための伝送レート
の順位を決定可能であり、伝送レートを制御可能である。よって、表示制御装置３０Ａは
、各端末２０と表示制御装置３０Ａの間での通信実効速度が低下して、共有画面ＫＭのフ
リーズやコマ落ち（画像フレームの欠落）が発生することを抑制できる。
【０１８３】
　以上、図面を参照しながら各種の実施形態について説明したが、本発明はかかる例に限
定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載された範疇内
において、各種の変更例又は修正例に想到し得ることは明らかであり、それらについても
当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。また、発明の趣旨を逸脱しない範
囲において、上記実施形態における各構成要素を任意に組み合わせてもよい。
【０１８４】
　また、本開示は、上述した実施の形態に係る伝送制御方法の機能を実現するプログラム
を、ネットワーク或いは各種記憶媒体を介してコンピュータである情報処理装置（伝送制
御装置）に供給し、この情報処理装置のプロセッサが読み出して実行するプログラム、及
びこのプログラムが記憶された記録媒体も適用範囲としてよい。
【０１８５】
　また、上記実施形態では、プロセッサは、物理的にどのように構成してもよい。また、
プログラム可能なプロセッサを用いれば、プログラムの変更により処理内容を変更できる
ので、プロセッサの設計の自由度を高めることができる。プロセッサは、１つの半導体チ
ップで構成してもよいし、物理的に複数の半導体チップで構成してもよい。複数の半導体
チップで構成する場合、上記実施形態の各制御をそれぞれ別の半導体チップで実現しても
よい。この場合、それらの複数の半導体チップで１つのプロセッサを構成すると考えるこ
とができる。また、プロセッサは、半導体チップと別の機能を有する部材（コンデンサ等
）で構成してもよい。また、プロセッサが有する機能とそれ以外の機能とを実現するよう
に、１つの半導体チップを構成してもよい。また、複数のプロセッサが１つのプロセッサ
で構成されてもよい。
【０１８６】
　また、上記実施形態では、表示制御装置３０，３０Ａと表示装置４０とが別体であるこ
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とを例示したが、表示制御装置３０，３０Ａと表示装置４０とが一体に構成されてもよい
。
【産業上の利用可能性】
【０１８７】
　本開示は、複数の端末において取得した各画像を適切に表示可能にする画像伝送システ
ム、伝送制御装置及び伝送制御方法等に有用である。
【符号の説明】
【０１８８】
５，５Ａ　画像表示システム
１０　無線制御装置
１１　無線装置
２０，２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄ，２０Ｅ，２０Ｆ　端末
２１　無線装置
２０１画像取得部
２０２　画像付帯情報取得部
２０３　エンコード部
２１０　制御部
２２０　操作部
２３０　記憶部
２４０　表示部
３０，３０Ａ　表示制御装置
３１　無線装置
３０１　デコード部
３０２　表示制御部
３０３　通信制御部
３１０，３１０Ａ　制御部
３３０　記憶部
４０　表示装置
ＡＷＧ，ＡＷＧＡ，ＡＷＧＢ，ＡＷＧＣ，ＡＷＧＤ，ＡＷＧＥ，　アクティブウィンドウ
画像
ＴＭ，ＴＭＡ，ＴＭＢ，ＴＭＣ　端末画面
ＫＭ　共有画面
ＵＡ，ＵＢ，ＵＣ　ユーザ
ＷＧ，ＷＧＡ，ＷＧＢ，ＷＧＣ，ＷＧ１１，ＷＧ１２，ＷＧ１３　ウィンドウ画像
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